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Message from President

Bringing human peace bridges to the world

The G7 Hiroshima Summit held in May this year drew world 
attention, as it hosted India and other countries---the so-called 
Global South---as well as the surprise visit by Ukrainian 
President Zelensky. Under the strong leadership of Prime 
Minister Kishida, the ‘Hiroshima Vision’, the first document to 
make specific reference to nuclear disarmament, was 
released. The Vision reaffirmed the commitment of the seven 
nations to the ultimate goal of a nuclear-weapon-free world 
and it called on leaders and youth around the world to visit 
Hiroshima and Nagasaki, in order to enhance their 
understanding of the reality of using nuclear weapons.
 As we face the ideals and realities of world peace, various 
opinions have been expressed after the G7 Summit. I 
personally believe that the fact that the G7 Summit leaders 
were able to visit the Hiroshima Peace Memorial Museum, 
enabling them to experience first-hand the horror and tragedy 
of nuclear weapons, was in itself a great achievement of this 
Hiroshima Summit, and a solid step towards the ideal of 
nuclear abolition.
 The Hiroshima University School of Medicine was founded in 
1877 as a medical school attached to the Hiroshima 
Prefectural Hospital (later to become Hiroshima Medical 
School). The school has produced many of Japan’s leading 
figures of modern medicine, such as Yu Fujikawa and Shiro 
Amako. However, the school was closed down in 1888 due to 
the financial difficulties of the government. After that, medical 
education in Hiroshima entered a dark age.
 Many decades later, on 5 August 1945, just one day before the 
atomic bombing, the Hiroshima Prefectural College of 
Medicine (later becoming the Hiroshima University School of 

Medicine) was launched. As most of its faculty and students 
had evacuated on the same day, they were safe. I understand 
that one day after the bombing, some members of the faculty 
returned to Hiroshima city, in order to work with students to 
rescue A-bomb survivors and to perform pathological 
autopsies.
These activities led to the 1961 launch of the Research Institute 
of Radiation Biology Medicine (now the Research Institute for 
Radiation Biology and Medicine). Since then, the School of 
Medicine has also undergone a major transformation, growing 
into top-ranking universities in Chugoku and Shikoku, both for 
the number of papers published in the top 25% of clinical 
journals (Q1 journals) and for the number of researchers who 
have received the highest number of citations (as of the 2021 
edition of m3.com). HU remains committed to its contribution 
to the wellbeing of humankind, by helping to realize a free and 
peaceful international society in the spirit of pursuing peace.
In his Hiroshima Vision, Prime Minister Kishida also mentioned 
‘the importance of the 77-year record of non-use of nuclear 
weapons.’ We must not forget that one of the main reasons why 
nuclear weapons have not been used for this period is that 
Hibakusha have continually spoken out about the horror of 
nuclear weapons and the misery of the atomic bombings.
This summit has reinforced my belief that it is HU’s 
responsibility to support efforts to pass on the reality of the 
atomic bombing to the next generation and to nurture people 
who can serve as ‘bridges for peace’. I will continue to strive 
for the realization of peace through education, research, and 
social contributions.
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　5月に開かれたG7広島サミットは、インドなどグ

ローバルサウスと呼ばれる国々の参加に加え、ウク

ライナのゼレンスキー大統領が電撃的に来広したこ

ともあり、全世界の注目を集めました。岸田首相の力

強いリーダーシップにより、核軍縮に特化した初の

文書「広島ビジョン」が発表され、「核兵器のない世

界」という究極の目標に向けたコミットメント(関与)

を7カ国が再確認するとともに、核兵器使用の実相

への理解を高めるため、世界中の指導者や若者へ向

け、広島、長崎への訪問を呼びかけました。

　世界平和の理想と現実に直面する中、G7サミット

を終えてさまざまな意見が表明されています。私自

身は、各国の首脳が原爆資料館を訪れ、核兵器の怖

さ・悲惨さを直接肌で感じることができたことこそ広

島開催の大きな成果であり、核兵器の廃絶という理

想に向けた確かな一歩ではないかと思っています。

　広島大学医学部は、1877年に創設された公立広

島病院の附属医学校（後の広島医学校）が源流で

す。富士川游や尼子四郎ら日本の近代医学を牽引す

る有為の人材を多数輩出しました。しかし、政府の財

政難から1888年に廃止されて以降は、広島の医学

教育は不毛の時代が続きました。

　その後、1945年8月5日、原爆投下のわずか1日前

に、後の広島大学医学部となる広島県立医学専門学

校が開校しました。教員や学生の大半はその日のう

ちに疎開したため、無事でした。被爆直後の広島市

内に入り、学生と共に被爆者の救護や病理解剖に従

事した教員もいたと聞いています。

　これらの活動が、1961年の原爆放射能医学研究

所（現・原爆放射線医科学研究所）の設立につながり

ました。また、医学部も今や大きく変貌を遂げ、臨床

部門のトップ25%のQ1ジャーナルにおける論文数、

引用数の多い研究者数いずれも中四国1位(2021年

版)になっています。本学は平和を希求する精神のも

と、自由で平和な国際社会を実現し、人類の幸福に

貢献することを使命として今日に至っています。

　岸田首相は、広島ビジョンの中で「77年間に及ぶ

核兵器不使用の重要性」にも触れました。77年間核

兵器が使われなかったのは、ひとえに被爆者の方々

が絶えず、核兵器の怖さ、被爆の悲惨さを語り続けて

こられたことが大きな理由の一つであることを忘れ

てはならないと考えています。

　今回のサミットを機に、被爆の実相を次世代に継

承する取り組みを支援し、平和の架け橋になれる人

材を養成していくことは、本学の責務であるとの思

いを改めて強くしました。これからも平和の実現に

向け、教育・研究・社会貢献に努めてまいります。
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わなかったということもあります。「言葉」に関連

する仕事を希望していたのですが、当時は地方

で出版や編集といった仕事に就くのは難しく、

そこで教師という選択肢にたどり着きました。

越智_当時はどのような先生だったのでしょう。

夏井_教材研究が大好きで熱心に取り組む

教員でした。授業の前に指導案を作成する

のですが、教科書をどう料理すれば、子ど

もたちにおいしく食べてもらえるかを一

生懸命考えていました。子どもは正直な

ので、教科書を単に説明するだけでは

そっぽを向かれてしまいます。彼らに

よそ見をさせず、身を乗り出して聞き入らせる

授業にどう仕上げるか。そこを追求するのも教

師という仕事の醍醐味だと思います。

越智_私も大学で教鞭をとっている頃は、その

ように考えていました。今になって考えるのは、

そのときに理解できなくても10年20年経って

から消化できるような、噛みごたえのある難し

い事柄も入れておいたほうが良かったな、と。

夏井_授業の中に噛みごたえをプラスしていく

一方で、中学校の国語の授業では、もっと基礎

的な部分を生徒に根気よく教え、世に送り出さ

ないと日常生活が困難になるという現実もあ

りました。やはり基本的な国語力、言葉を使う

力や伝える力を身に付けさせて送り出してあげ

たいという思いはありましたね。

越智_大学では知の追究、why（なぜ）を学生に

考えさせることも使命ではないかと考えていま

す。例えば宇宙の果てに何

があるのかといった、単純

なようでなかなか答えが出

ない問題をとことん考えら

れるのは、大学時代ならで

はでしょう。受験や偏差値

教育の求める効率の良さか

ら離れ、大学での学びはもっと自由でいいので

はないかと思います。俳句をつくることもこれに

似て、深く考える力が失われることを避ける良

いトレーニングになるのではないでしょうか。

夏井_俳句は全てのジャンルの学問と手を取り

合える文芸だと考えています。私の担当してい

る番組内で、筑波大学やJAXAなどを訪れ、最

新科学や宇宙工学などの専門用語を五七五で

表現してみよう、という試みがあります。次回予

告をする際、何の説明もなしに「重力波」「エア

ロゾル」といった言葉がお題に上がります。子

どもも大人も、初めて接する言葉を使って俳句

をつくろうとすると、好奇心を持ってその言葉

について深く調べる以外に道はありません。俳

句は新しい言葉や事柄を知るきっかけとなり、

知的好奇心あふれる豊かな人生、生涯学習へ

の鍵となると感じています。

越智_夏井先生は平和や反戦を多く俳句に詠

まれています。ミニ句集『旗』の巻頭言には、「平

和を希求する小さな旗を一本、ここに掲げる」

と記されました。この言葉が表す精神は、本学

の理念の一つ「平和を希求する精神」と一致し

ます。世界の平和が脅かされる現在、俳句にで

きることは何だと思われますか。

夏井_人生で起こる大きな災禍に対し、俳

句で具体的にできることはないかもしれま

せん。ただ、その出来事によって揺れ動く心の

機微や感情を表現し、多くの人と交感して慰め

合うことはできるのではないでしょうか。以前、こ

のようなことがありました。

　あるラジオ番組で「春灯」というお題が

出されたとき、ちょうどウクライナ侵攻が

始まった頃でした。本来この季語は、「はると

もし」や「しゅんとう」と読み、春のまったりとした

空気感や温かな夜の灯りをイメージさせるもの

で、痛々しい季語ではありません。ところが、多く

の方がウクライナでの戦争や戦火のイメージと

「春灯」を結び付けて俳句をつくり、番組に投稿し

てくださったのです。

　このように災害や戦争といった誰もが心ざ

わつく出来事、もやもやとした誰にも言えない

思いを季語にのせることで、私たちは自分を慰

めることも、多くの人と苦しい胸の内や、吐き

出さずにはいられない思いを分かち合うことも

できます。そこが俳句の大きな魅力です。

越智_「風の強い日の旗は美しい」この言葉は

夏井先生が教員時代、先輩から言われた言葉

だそうですが、逆風にあっても一棹の旗が青空

に凛と立ち、はためく姿をイメージします。俳句

は人生で避けられない困難を支える「心の杖」

になるのですね。そんな俳句に人生を支えら

れ、共に歩んでこられた夏井先生が、俳句をつ

くる上で大切にされていることは何でしょうか。

夏井_季語と自分のその時々の生身の感情、等身

大の思いがぶつかり合って生じる「詩の火花」を

意識しています。人生で出合う楽しいことも、つら

いことも四季の移ろいや光景にのせて代弁して

もらう。そうすることで自分を客観視して人生の

困難を乗り越えられるばかりか、他者とつなが

り、自分の世界を広げるきっかけにもなります。そ

して何より俳句を稼業にしている以上、自分の作

品のでき映えや評価にこだわるよりも、俳句をつ

くる意義や良さを広く世に伝え、「俳句の種」を蒔

いて世の中の役に立ちたいという思いがありま

す。俳句という文芸を後世に残すことで、より多く

の方の人生に豊かな言葉の風を吹かせ、たくさん

の実りを残すことができればうれしいですね。

越智_最後に、未来を担う日本の若者へのメッ

セージをお願いします。

夏井_皆さんもぜひ俳句づくりを通して自分の

感情や思いを表現する「言葉の筋力」を

鍛えてください。自己にとどまることな

く、他者にしっかりと伝わる表現力を身

に付けることで、言葉のすれ違いによっ

て起こりうる社会のさまざまな衝突や

対立を乗り越えられ、より生きやすい社

会になっていくはずです。

越智_季語という日本ならではの言葉の力

を借りて誰かと分かり合いたい、理解し合

いたいと願う心が平和な世界へとつながる

のですね。本日はありがとうございました。

CROSS
TALK＋

俳句で磨く、他者に伝える力。
言葉の風を吹かせ、実りある　人生を。

俳人・エッセイスト

夏井 いつき なつい いつき
愛媛県南宇和郡内海村（現・愛南町）
出身。京都女子大学文学部国文学科
を卒業後、1980年から8年間の中学
校国語科教諭を経て、俳人へ転身。俳
句集団「いつき組」組長。「俳句甲子園」
の創設にも携わり活躍中。第8回俳壇
賞、第72回日本放送協会放送文化賞、
第4回種田山頭火賞など受賞歴多数。

広島大学  学長

越智 光夫 おち みつお

愛媛県今治市出身。広島大学医学部
卒業後、整形外科に入局。1995年島
根医科大学教授。2002年広島大学大
学院医歯薬学総合研究科教授に就
任。広島大学病院長を経て2015年か
ら現職。2015年に紫綬褒章を受章。

め、放課後残る必要のない放送部に所属して

いました。国語だけは得意

だったので、運よく京都女

子大学に入ることができ、

そこで再びバレーボール部

に所属して、キャプテンを

務めるほど熱心に取り組み

ました。

越智_京都女子大学を卒業後は、地元愛媛に帰

り、中学校の国語教師を務めておられたとお聞

きしています。

夏井_大学の４年間を過ごした京都は憧れの地

ではありましたが、やはり故郷に戻って仕事をし

たいという思いがありました。単に都会が肌に合

越智_夏井先生は愛媛県のご出身ですね。私も

同郷なのでとても親近感を感じております。故

郷ではどのような少女時代を過ごされたので

しょうか。

夏井_子どもの頃は、少しみんなと距離がある

タイプの優等生でした。私が育ったのは内海

村（現・愛南町）という愛媛県の南端の方に

あった村で、小学

校と中学校は同じ

建物にあり、1学年

には１クラスだけ。

９年間同じ級友と

机を並べるような

小さい小中学校の

優等生でした。

越智_大人しい文学少女という感じでしょうか。

夏井_友達と一緒になって騒いだり、はしゃい

だりという感じではありませんでした。かと

いって文学少女というわけでもなく、伝馬船を

漕いで父と鯛釣りに行くなど活発なところも

ありました。実家は祖父の代から特定郵便局

をやっていました。小さな村ということもあり

周囲の目が自分の立ち居振る舞いにまで及ぶ

ため、羽目を外さないよう用心していたところ

もあります。

越智_当時から俳句をつくっておられたので

しょうか。

夏井_本を読むのは好きでしたが、俳句には

興味がなく、中学校ではバレーボールに打ち

込んでいました。高校は家から遠方だったた

故郷での教員時代に俳句の道へ

小さな村の大人しい優等生

C
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俳人・エッセイスト

夏井 いつき氏（左）
広島大学 学長

越智 光夫（右）

夏井いつき先生の著書
『瓢簞から人生』（小学館）
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そのときに理解できなくても10年20年経って
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的な部分を生徒に根気よく教え、世に送り出さ

ないと日常生活が困難になるという現実もあ

りました。やはり基本的な国語力、言葉を使う

力や伝える力を身に付けさせて送り出してあげ

たいという思いはありましたね。

越智_大学では知の追究、why（なぜ）を学生に

考えさせることも使命ではないかと考えていま

す。例えば宇宙の果てに何

があるのかといった、単純

なようでなかなか答えが出

ない問題をとことん考えら

れるのは、大学時代ならで

はでしょう。受験や偏差値
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似て、深く考える力が失われることを避ける良

いトレーニングになるのではないでしょうか。

夏井_俳句は全てのジャンルの学問と手を取り

合える文芸だと考えています。私の担当してい

る番組内で、筑波大学やJAXAなどを訪れ、最

新科学や宇宙工学などの専門用語を五七五で

学長対談のテーマにちなんだ、

広島大学をもっとよく知るためのTOPICSを紹介。

あなたにも社会にもプラスになる

大学の取り組みや魅力をお届けします。

もっと

な広大
Plus

表現してみよう、という試みがあります。次回予

告をする際、何の説明もなしに「重力波」「エア

ロゾル」といった言葉がお題に上がります。子

どもも大人も、初めて接する言葉を使って俳句

をつくろうとすると、好奇心を持ってその言葉

について深く調べる以外に道はありません。俳

句は新しい言葉や事柄を知るきっかけとなり、

知的好奇心あふれる豊かな人生、生涯学習へ

の鍵となると感じています。

越智_夏井先生は平和や反戦を多く俳句に詠

まれています。ミニ句集『旗』の巻頭言には、「平

和を希求する小さな旗を一本、ここに掲げる」

と記されました。この言葉が表す精神は、本学

の理念の一つ「平和を希求する精神」と一致し

ます。世界の平和が脅かされる現在、俳句にで

きることは何だと思われますか。

夏井_人生で起こる大きな災禍に対し、俳

句で具体的にできることはないかもしれま

せん。ただ、その出来事によって揺れ動く心の

機微や感情を表現し、多くの人と交感して慰め

合うことはできるのではないでしょうか。以前、こ

のようなことがありました。

　あるラジオ番組で「春灯」というお題が

出されたとき、ちょうどウクライナ侵攻が

始まった頃でした。本来この季語は、「はると

もし」や「しゅんとう」と読み、春のまったりとした

空気感や温かな夜の灯りをイメージさせるもの

で、痛々しい季語ではありません。ところが、多く

の方がウクライナでの戦争や戦火のイメージと

「春灯」を結び付けて俳句をつくり、番組に投稿し

てくださったのです。

　このように災害や戦争といった誰もが心ざ

わつく出来事、もやもやとした誰にも言えない

思いを季語にのせることで、私たちは自分を慰

めることも、多くの人と苦しい胸の内や、吐き

出さずにはいられない思いを分かち合うことも

できます。そこが俳句の大きな魅力です。

越智_「風の強い日の旗は美しい」この言葉は

夏井先生が教員時代、先輩から言われた言葉

だそうですが、逆風にあっても一棹の旗が青空

に凛と立ち、はためく姿をイメージします。俳句

は人生で避けられない困難を支える「心の杖」

になるのですね。そんな俳句に人生を支えら

れ、共に歩んでこられた夏井先生が、俳句をつ

くる上で大切にされていることは何でしょうか。

夏井_季語と自分のその時々の生身の感情、等身

大の思いがぶつかり合って生じる「詩の火花」を

意識しています。人生で出合う楽しいことも、つら

いことも四季の移ろいや光景にのせて代弁して

もらう。そうすることで自分を客観視して人生の

困難を乗り越えられるばかりか、他者とつなが

り、自分の世界を広げるきっかけにもなります。そ

して何より俳句を稼業にしている以上、自分の作

品のでき映えや評価にこだわるよりも、俳句をつ

くる意義や良さを広く世に伝え、「俳句の種」を蒔

いて世の中の役に立ちたいという思いがありま

す。俳句という文芸を後世に残すことで、より多く

の方の人生に豊かな言葉の風を吹かせ、たくさん

の実りを残すことができればうれしいですね。

越智_最後に、未来を担う日本の若者へのメッ

セージをお願いします。

夏井_皆さんもぜひ俳句づくりを通して自分の

感情や思いを表現する「言葉の筋力」を

鍛えてください。自己にとどまることな

く、他者にしっかりと伝わる表現力を身

に付けることで、言葉のすれ違いによっ

て起こりうる社会のさまざまな衝突や

対立を乗り越えられ、より生きやすい社

会になっていくはずです。

越智_季語という日本ならではの言葉の力

を借りて誰かと分かり合いたい、理解し合

いたいと願う心が平和な世界へとつながる

のですね。本日はありがとうございました。

め、放課後残る必要のない放送部に所属して

いました。国語だけは得意

だったので、運よく京都女

子大学に入ることができ、

そこで再びバレーボール部

に所属して、キャプテンを

務めるほど熱心に取り組み

ました。

越智_京都女子大学を卒業後は、地元愛媛に帰

り、中学校の国語教師を務めておられたとお聞

きしています。

夏井_大学の４年間を過ごした京都は憧れの地

ではありましたが、やはり故郷に戻って仕事をし

たいという思いがありました。単に都会が肌に合

越智_夏井先生は愛媛県のご出身ですね。私も

同郷なのでとても親近感を感じております。故

郷ではどのような少女時代を過ごされたので

しょうか。

夏井_子どもの頃は、少しみんなと距離がある

タイプの優等生でした。私が育ったのは内海

村（現・愛南町）という愛媛県の南端の方に

あった村で、小学

校と中学校は同じ

建物にあり、1学年

には１クラスだけ。

９年間同じ級友と

机を並べるような

小さい小中学校の

優等生でした。

越智_大人しい文学少女という感じでしょうか。

夏井_友達と一緒になって騒いだり、はしゃい

だりという感じではありませんでした。かと

いって文学少女というわけでもなく、伝馬船を

漕いで父と鯛釣りに行くなど活発なところも

ありました。実家は祖父の代から特定郵便局

をやっていました。小さな村ということもあり

周囲の目が自分の立ち居振る舞いにまで及ぶ

ため、羽目を外さないよう用心していたところ

もあります。

越智_当時から俳句をつくっておられたので

しょうか。

夏井_本を読むのは好きでしたが、俳句には

興味がなく、中学校ではバレーボールに打ち

込んでいました。高校は家から遠方だったた

災禍も苦しい思いも季語に託して

2022年11月24日の
卒業論文中間発表会を前にして

広島大学日本文学語学研究室は、6人の教員と約

30人の大学院生、約60人の学部生で構成され

た、文学部の中では最も学生の多い研究室です。

平安朝・中世・近世・近現代の文学と日本語学の

教育・研究を担う教員がそろっており、学生の学

習上の多様な要請に応じ指導に当たっています。

さまざまな時代の日本文学・
日本語学を専門的に研究

PLUS

2023年春季リーグ。4年ぶりの通常開
催となり、会場は熱気に包まれました

広島大学バレーボール部では、男女総勢42人

が、週に5日、東広島キャンパス北体育館で練

習に取り組んでいます。練習の様子は動画に撮

影しYouTubeなどのWeb上で共有。チームメ

イト同士で課題を確認し、次の練習につなげて

います。2023年5月の中四国大会では、男子が

応援を力に変え、
チーム一丸となって勝利を目指す

PLUS

C
R
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伝統ある研究室で
最先端の教育を提供

当研究室は、1929年創立の広島文理科大学国語

国文学研究室を継承する形で、日本文学と日本語

学の研究拠点として機能し続けています。日本文学

と日本語を勉強したい人に、常に最高・最先端の教

育を提供できる研究室でありたいと考えています。

大学院人間社会科学研究科

久保田 啓一教授

V
o
ic
e

2023年6月1日
卒業論文構想発表会の1コマ

多くの学生が国語科教員を目指す広島大学教育

学部国語文化系コースでは、読書会や学内研究発

表会、外部講師による講演会など学生が自主的に

参加できる勉強・研究の機会をたくさん用意して

います。国語教育を中心とした在学生と卒業生と

の良いつながりが保たれていることも特色です。

自主的に学び国語科教員としての
資質を身に付ける

PLUS

言葉に向き合える
国語教育の担い手を
育てたい

言葉は時代や社会と共に変化しながら歴史の

中で育まれてきました。そのことを理解しながら

言葉とその教育について考えられる人を育てて

いきたいです。そしてそれが、しなやかで深い言

葉を紡ぎ出す国語教育をつくると考えます。

大学院人間社会科学研究科

  山元 隆春教授

V
o
ic
e

14年ぶりのベスト4に。上位を私立大学が占め

る中、国立大学としては大健闘でした。次の目

標は、男子は1部リーグ戦7勝と全日本インカ

レでの勝利、女子は1部リーグ昇格です。今後

も、同窓生をはじめ、たくさんの方々からの応

援を肌で感じながら、先輩から受け継いだ、自

主的に練習し全力で試合を楽しむという伝統

を守り、男女とも高いモチベーションで日々の

練習に励みます。

一
本
の
百
合
の
ご
と
く
に
戦
は
ぬ

夏
井 

い
つ
き
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東千田
キャンパス

東広島
キャンパス

特集 世界に挑む広大 #5 

社会を基礎から支える“法律 ”。

難しい文章で近づきがたいと考えがちですが、

実は私たちの生活の根底を定めているものです。

法律を学ぶことで社会の仕組みを深く理解し、

自身と社会の関わりを再認識することができるでしょう。

先行きが不透明で予測困難な現代において、

社会をより豊かに発展させていくため、

柔軟な法的思考力である「リーガルマインド」が求められています。

今回は、リーガルマインドを養う広島大学の

法学・政治学の学びや研究、社会への影響について特集します。

社会を基礎から支える“法律 ”。

難しい文章で近づきがたいと考えがちですが、

実は私たちの生活の根底を定めているものです。

法律を学ぶことで社会の仕組みを深く理解し、

自身と社会の関わりを再認識することができるでしょう。

先行きが不透明で予測困難な現代において、

社会をより豊かに発展させていくため、

柔軟な法的思考力である「リーガルマインド」が求められています。

今回は、リーガルマインドを養う広島大学の

法学・政治学の学びや研究、社会への影響について特集します。

キャンパス移転により連携強化
法曹の養成を推進する

進化する広島大学の法学部

リーガルマインドが
社会を変える

広島市内へ回帰！

　2023年4月から、法学部と大学院人間社会科学研究科 人文社会科

学専攻 法学・政治学プログラムが、東広島キャンパスから東千田キャン

パスへ移転しました。永山博之法学部長は「東千田キャンパスがとて

もにぎやかになりました。広島の地から、優れた法曹をより多く輩出で

きるようさらに教育に注力していきます」と、東千田キャンパスのこれ

からに期待を寄せます。

法曹養成の
拠点化

法学部、法科大学院
一体の教育で法曹を輩出

地域社会の
一員としての広大

　広島大学法学部には「法曹養成プログラム」

があり、同プログラムでは最短5年（学部3

年＋法科大学院2年）で司法試験合格を

目指せます。もともと東千田キャンパスに

設置されていた法科大学院（大学院人間

社会科学研究科実務法学専攻実務法学

プログラム）と法学部が同じ場所になったこ

とで、両者の連携がさらに強化。東千田キャンパ

スを法曹養成の核として発展させていきます。

　　28年ぶりに広島市内に回帰したこと

で、広島市とのつながりも強まります。

法曹を目指すには、法律だけでなく実

務に対する理解も必要。市内の弁護

士事務所や官庁などと連携した、実践

的な教育を早くから受けられます。

また、東千田キャンパスが地域

の人々の教育・交流の新しい拠

点となることも期待されています。

法曹養成プログラムの修学環境強化

法科大学院教員による、法曹養成プログラムでの出前講義

地元弁護士の協力によるマイクロゼミ

若手裁判官、検察官による学生教育

実務家リレー講義「実社会と法学」の開講

学部生と実務家による「職業としての法曹」についての対話

広島市内の官庁、企業による学部での出前授業

リカレント教育（社会人向け教育）の講座の充実

●

●

●

●

●

●

●

●

社会人正規学生、科目等履修生、履修証明制度の推進

法学部特別公開講座の実施

学生や留学生、企業や行政との交流促進

リーガル・サービス・センターでの無料法律相談

●

●

●

●

実務と連携した学部教育や
地域と大学の研究教育での協力を実現

東千田
キャンパス

リーガル・サービス・センターでは毎週1回、民事事件の無料法
律相談を実施しています。

〈具体的な取り組み〉

こんな
相談も！

土地の売買において、
自身の私有地として主張できる範囲は？

Q.
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今だからこそ考えたい!!

世界に挑む広大 #5特集

平和な世界を実現するために、私たちは何を考え、行動するべきなのでしょうか。

法学や政治学の研究を通して、平和について考えてみませんか。法学・政治学が平和を導く鍵と なる
必然的な意見の対立を、俯瞰的視点から明らかにする
価値観に基づいた集団の行動を考察

　人間は意見の合う人々とコミュニティを作り、価

値観の違う人としばしば対立します。例えば、核兵器

反対派の市民活動が世論を動かし核兵器禁止条約

が成立したとしても、核兵器保有国はその条約には

加盟しないでしょう。両者が歩み寄ることはなく、議

論は平行線をたどると考えられます。

　人間の行動が法律や利害関係にどれほど影響さ

れているかや、社会の合意形成パターンなどを俯瞰

的に捉え、分かりやすく提示するのが政

治学の役割だと考えています。

広島から、できることを少しずつ

　価値観のすり合わせが限界を迎えると、ロシアとウ

クライナのような戦争に発展してしまいます。過去の歴

史にさかのぼり、戦争の原因となるお互いの価値観の

違いを明らかにすることも政治学の大切な役割です。

　先日開かれたG7広島サミットでは、各国の安全を

損なわない形での、核兵器のない世界の実現に

向けて改めて広島から発信し、非常に

大きな成果を残しました。社会を変

えるといっても、わずかな努力の

積み重ね以外にはないのです。

大学院人間社会科学研究科
専門分野は政治学、国際関係論。

学生とのゼミ風景永山 博之 教授（法学部長）
Profile

国際政治

安全保障

K
e
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w
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rd

“自由”が社会を豊かに、平和に変える
国の役割は衝突時の審判者、秩序維持

　経済の自由度を高めることで、さまざまなしがら

みから逃れて世界中の人々と協働し、社会を豊かに

することができます。武力ではなく自由によって豊か

さを得たという経験は、自由を侵害する最たる例で

ある戦争の抑止につながるのではないでしょうか。

　一人一人が違いを尊重し、自由であるからこそ社

会がうまく機能します。普段私たちは無意識に自由

を享受しており、失った時初めてその価値に気付

くものです。私の研究から、自由の重要さを

理解してもらえればうれしいですね。

失って初めて気付く重要さ

　憲法とは、国家権力の濫用を阻止し、人々の権利や

自由を守るものです。憲法によって国家の権限をでき

るだけ小さくし、私たちの自由な活動を促進するほど

社会が豊かになると私は考えています。日本はタク

シー料金や同性婚をはじめ規制が多いため、自由な活

動が阻害され経済や社会が発展しにくいと感じます。

国民の自由な活動同士が衝突した際に

審判者を担うこと、また活動の結果

できあがった秩序を維持すること

が国家の役割なのです。

大学院人間社会科学研究科
専門分野は、憲法や表現の自由、経済的自由について。

井上 嘉仁 准教授
Profile

憲法

自由

K
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世界各国の民法の比較を通じ世界平和へ貢献
団体と第三者の保護のために

　民法のうち、数人が共同で財産を所有する場合の

法律関係について研究しています。特に、法人でない

社団、組合および共同相続人等の内部関係は、ほとん

ど外部に公示されないため、団体やその構成員と取

引した第三者が不測の損害を被る場合があります。

団体の規律を尊重しながら、取引の相手方も保護で

きる法制度を作るため、立法史的に関連の深いドイ

ツや韓国の民法との比較研究を通じて解釈論的・立

法的提言を行っています。

グローバルな視点でより良い法制度を目指す

　法律とは、ローマ法時代からヨーロッパ、アジアへ

と原理原則を抽象的に受け継ぎ、各国の実情に合わ

せて見直されてきた歴史的な産物だと考えます。日本

の民法がフランスの民法やドイツの民法から影響を

受けるように、日本の民法は東アジアの国々に影響を

与えるのです。世界各国が互いに発展的な影響と

示唆を与えられる比較法学や国際学術

交流を通して、より良い法制度の発

展を図りながら平和に少しでも

貢献していきたいと思います。

大学院人間社会科学研究科
専門分野は民法、団体法、比較法。

2020年ドイツルール大学(Ruhr-Universität 
Bochum)法学部で開催された「日独比較法
セミナー」の実施後

イタリアのパドヴァ大学で開催された法学会
議に、教授らと共に出席

金 ミンジュ 准教授
Profile

民法

団体法

K
e
y
w
o
rd

話し合いで問題解決を目指す「修復的司法」
当事者間の関係修復、加害者の更生を期待

　カナダやアメリカ、オーストラリアなどで導入が進ん

でおり、修復的司法への関心が世界的に高まってい

ます。また、地域社会の犯罪だけでなく、国内外の紛

争を解決し、平和を促進する手段としても注目を集

めています。実際に南米や南アフリカなどの内戦の

解決に修復的司法を活用し、復讐を生まないよう和

解した例が存在します。将来的には、国連による修

復的司法を用いた調停機関の設立などシステムが

確立され、世界平和に重要な役割を果た

すことを期待しています。

平和を促進する手段として注目

　「修復的司法」とはニュージーランドのマオリ族を

起源とする制度で、被害者や加害者だけでなく関係

者全員が集まり、話し合いを通じて問題解決を図る考

え方。当事者間の関係修復、加害者の更生が期待で

き、裁判によって問題解決を図る既存の刑事司法を補

完する制度として役立ちます。DVやネグレクト、いじ

めなどさまざまな社会問題の解決にも

有用です。日本の司法制度にも導

入が進めば、社会に多くの利益

がもたらされるでしょう。

大学院人間社会科学研究科
専門分野は、刑事法学や基礎法学、国際法学など。

Mousourakis George 教授
ム ス ラキ ス

キム

Profile

刑法

修復的司法

K
e
y
w
o
rd

ジョージ
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生命倫理学の視点から
科学技術のあり方を
考える1010

　近年、急速に進展する生命科学において、人類は生命の

領域にどこまで踏み込んで良いのか。私は、最先端科学技術

が提起する多様な倫理的課題を明らかにし、望ましい研究

開発のあり方について模索しています。

　生命倫理学の成立背景は複数ありますが、1978年、世界で初

めての体外受精児がイギリスで誕生したことは、科学や医

学が生命倫理に 向き合う一つのきっかけになり

ました。体外で 精子・卵子を受精させた胚（受

精卵）を生殖以外 の目的、すなわち、研究の目

的で利用してよいのかに関して、イギリス国内で賛否が割れた

のです。この事態を受け、哲学、倫理学、医学、法律などの専門

家が胚の扱いに関して議論を行いました。そして、受精後14日

までの胚は双子になる可能性があるため、アイデンティティの

確立した特定の個人に危害を加えることにはならないこと、ま

た苦痛を感じる感覚器官を持たないことを根拠に、受精後14

日までの胚の研究利用を認めるルールを提案。「14日ルール」

と呼ばれるこの規則は、その後、日本を含め世界の多くの国が

採用するなど、今日の胚研究における倫理基盤となりました。

澤井 努 准教授

の生命はいつから始まるのか人

今回は、「いのち」に関するアカデミアの今を特集。

救い、守り、さらには変化させ、創り出す ...

私たちの命の営みを支える研究は、

どのように生まれているのでしょうか。

広島大学の研究室では、SDGｓの達成に貢
献するさまざまな知が日夜生まれています。
読めば必ずためになる、こんなに魅力的な
研究を知らないなんて、もったいない！

H
in
t

最先端科学技術に伴う期待と懸念を分かりやすく整理し、
倫理学の観点から科学技術の未来を描いた、自身の代表著作

　「14日ルール」を含め、生命倫理学ではこれま

で、新たに誕生した科学技術にその都度対応す

る形で議論が行われてきました。しかし、研究開

発に倫理や規制の議論が追いつかなかったり、

各国の規制が異なるために規制の厳しい国か

ら規制の緩い国に研究者が移動してしまったり

と、研究のあり方に対して数々の問題が指摘さ

れています。そこで今注目されているのがRRI

（Responsible Research and Innovation）とい

う研究開発の理念。目指すべき社会像をふま

え、研究が始まる段階から「研究開発をどのよ

うに進めるべきか」を議論する試みです。そこで

は、社会のあり方や価値観を考えることが重要

視されます。そのため、これからの生命倫理学に

は、アカデミアと社会をつなぎ、対話し、未来を

創造する役割が求められます。

　また、時に生命の根源に深く切り込む生命科

学においては、不適切な情報発信が世間の不

安を煽り、研究活動を阻害してしまうこともあ

ります。生命倫理学は、科学技術の未来を展望

する際、社会の意見を取り入れるだけでなく、

社会に対する説明責任を果たすことで、研究開

発の持続的な発展にも寄与するのです。私自

身、科学コミュニケーションなどを通じて、社会

全体で科学技術のあり方を考える仕組みを

作っていきます。

応」から「創造」へ。生命倫理学の役割の進化「対

PROFILE

大学院人間社会科学研究科 人間総
合科学プログラムに所属。倫理学を
専門とし、近年は最先端の科学技術
が提起する生命倫理問題に関して文
理の垣根を越えた学際的な研究を
行っている。

さわい つとむ

　解剖学研究者にはもう1つ、「教育」という大

切な使命があります。医学教育においても、解剖

学は多くの臨床医学の土台となる重要科目で

す。特に学生自身がご遺体にメスを入れる「解剖

学実習」では、専門家として緻密に指導します。

実習は複数の班に分けて進めますが、ご遺体の

個人差や班の進捗状況によって必要な指導内

容はさまざまです。臨機応変に学生たちの疑問

を解消し、学びを深めるためには、解剖学に対す

る深い知識が求められます。この実習は原則、模

型やデジタル教材などで簡略化せず、ご遺体を

用いて行います。自らの目と手で能動的に体内

の構造を見つけていく体験が、学生の人体に対

する理解度を大幅に高めるのです。これは私の

教員としての体感だけではなく、VR教材を用い

た実習との比較研究からも明らかになった事実

です。また、ご遺体を用いることには、医療人とし

ての倫理観を醸成するという大きな意義もあり

ます。多くの学生にとって初めて「人の死」に触れ

る解剖学実習は、医学に貢献したいという献体

者や遺族の思いを感じ、医療人としてのマインド

を形成する大切な機会となっています。

　全ての人に健康と福祉を行き渡らせるために

は、医学の発展はもちろん、医療人材の育成も

必要不可欠。今後も解剖学研究を通して双方に

貢献していきます。

　　学生が「医療人」になるための実習
H
in
t99 現代医学の原点、

解剖学が担う
2つの使命
池上 浩司 教授

医　　体の仕組みを解明し、
　　臨床研究の発展に役立てる
人

PROFILE
大学院医系科学研究科 医学分
野（基礎系）研究室に所属。解剖
学研究を専門とし、日本解剖学
会では若手育成委員会の委員
長を務め、解剖学教育の普及・改
善に寄与する。

いけがみ こうじ

　解剖には、事件・事故に関わりのある遺体の死因を探る法医解剖

や、死後に病変を調べるための病理解剖など、目的に応じていくつか

の種類が存在します。その中でも私が専門とする解剖学は「正常解

剖」に分類されます。正常解剖の目的は「正常な体の形を理解する」と

いうシンプルなものですが、解剖学研究の意義は、病気の予防や治療

方法の改善などを目指す臨床研究の基盤を作ることにあります。

　私たちの健康を支える医療技術の中には、長年蓄積されてきた解

剖学研究の知見を糧に生み出されたものも多くあります。その歴史

は長く、数百年間にも及ぶ研究成果から血管や神経、臓器や組織に

関して数多くのことが明らかになっています。しかし、組織を形作る

細胞レベルの研究に関してはまだまだ未知のことばかり。解剖学が

今後の臨床研究を発展させる可能性は、大いに残されているのです。 解剖学実習ができるのは献体者のおかげ。
解剖学実習室では、実習のはじめと終わりに
必ず献体された方々へ黙祷をささげ、

感謝と慰霊の念を表す

持 続可能な
　　　　未来のヒント

広大 もったい
なれっじ
もったい
なれっじ
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世界の医
療チーム

が認めた

国際標準
の診療日

報を開発
。

2023年のトルコ大地震の際は、国際
緊急援助隊医療チームの第一陣とし
て現地に渡った

1

モザンビークにおけるサイクロン被害
でMDS日報を使用開始するにあたり、
各国の医療チームへ丁寧に説明

2

が書く

［AERA］
「時代」をキーワードに独自の切り口で描く
ニュース週刊誌。国内外の重大ニュースから
身の回りの小さな出来事まで「時代」を敏感
にキャッチし、独自の視点で掘り下げた記事を
お届けしています。

研究者は普段どのような一日を

送り、研究に取り組んでいるのか。

学問との出合いや、探究の原動力

は何だったのか。人物、スポーツ、

文化、政治、経済、事件…幅広い

ジャンルを取材するAERA記者が

研究者の素顔に迫ります。

研究者の素顔

1

2

くぼ・たつひこ／1975年、東京都生まれ。
2000年、産業医科大学医学部医学科卒
業。06年、産業医科大学大学院医学研究
科博士課程修了。産業医科大学医学部
准教授などを経て、19年10月、広島大学
大学院医系科学研究科教授に就任。国
際緊急援助隊（JDR）、災害派遣医療チー
ム（DMAT）などの活動経験を踏まえ、日
本における災害医療チームの標準診療日
報様式「J-SPEED」や、「J-SPEED」を基
にした世界の災害医療情報の国際標準
日報様式「ＭＤＳ」を開発。2023年度 科
学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技
術部門 科学技術賞を受賞。

　2022年2月に始まった、ロシアのウクライナ

侵攻。ウクライナの隣国モルドバには、約40万人

もの避難民が入国し、瞬く間に医療体制はひっ

迫した。同年3月から集結した各国の国際医療

チームが情報共有に役立て

たMDS（Minimum Data 

Set/災害医療情報の標準化

手法）と呼ばれる様式の診

療日報は、当時、JICAの調査

団団長としてモルドバを訪れ

ていた久保達彦教授が開発を主導したものだ。   

　MDSは、患者の性別や年齢、疾病の種類、医

療処置など、被災地で活動を行う医療チーム

から被災国の保健省への報告が求められる50

の項目から成る。2017年には世界保健機関

（WHO）が国際標準手法として承認し、翌年に

は大型サイクロンの直撃を受けたモザンビーク

で活用された。   

　「さまざまな国の医療チームが集まる被災地

で、最大の課題となるのが情報共有の方法。今

日はどのチームがどこでどのような患者さんを

何人診療したのか、ケガが多いのか、感染症が

多いのかといった情報をシンプルな方法で集

約・分析できるようにするのが、MDSです」　    

　公衆衛生学を専門とする久保教授が、長年

の夢だった災害医療の道を歩むべくJDR（国際

緊急援助隊）に隊員登録したのは、医師となっ

て３年目のころだ。現在の活動のスタート地点

となったのは、2012年から携わったJDRの電子

カルテ開発。当初から「日本だけでなく世界で

使える手法」を目標に据えた。  

　国内外のさまざまなカルテの様式を調べる中

で、あるとき、1つの診療日報が目に止まった。

患者の属性や病状などを手書きのメモで集計

する、フィリピンの「SPEED」だった。    

　「A4用紙１枚で作れる簡便性と、情報集約の

しやすさがSPEEDの特長。早速、日本での活用

手軽さと情報集約のしやすさ
フィリピンの手法がモデルに

被災地医療の課題は
チーム間の情報共有

を提案したものの、理解は得られませんでした」    

　だが翌年、超大型台風の被害を受けたフィリ

ピンに派遣されたことがきっかけで、流れは一

変。久保教授の提案により各医療チームの日

報をSPEEDの様式に統一すると、言葉での報

告が多く、長引きがちだった会議の時間が大幅

に短縮され、データ集計の効率も向上した。後

のMDSやSPEEDの日本版

「J-SPEED」の開発を後押し

したのは、現場でその変化

を目の当たりにしたJDR隊

員や他国の医療チームの声

だった。    

　自身曰く「飽きっぽい性格」。「小学校の通信

簿には、いつも『人の話を最後まで聞かない』と

書かれていました」と笑う。   

　「そんな私が、MDSやJ-SPEEDの開発や発展

に向けた活動には、10年以上全力で取り組んで

いる。それは多分、今の活動にはそれだけの価

値があると信じているからだと思います」   

　広島大学では、災害医療分野の人材育成にも力

を入れている。JICAのプロジェクトとの連携や

WHOとのコラボレーションによる教育

プログラムなど、国内外の組織

にオープンな校風を持つ広島大

学だからこそ、チャレンジしたい

計画がいくつもあると語る。   

　振り返ればMDS開発の過程

には、多くの試練があった。何

度も案を練り直し、地道な交渉

を重ねる日々に心身ともに疲弊

したこともあったが、自分の考

えに賛同してくれる人の何気な

い一言にも希望を見出しながら、歩みを進めた。  

　「MDSがWHOの承認を得たら、自分の役目

は終わりだと思っていましたが、まだそうはいか

ないようです。近い将来必ず起こる南海トラフ

地震に備えて、J-SPEEDのさらなる活用やアメ

リカの医療チームとの事前連携を進めたい。そ

の思いが今の私の原動力になっています」

国外にもオープンな広島大学
WHOとのコラボも検討したい

教
授

大
学
院
医
系
科
学
研
究
科

久
保 

達
彦

取材・文／朝日新聞出版　木下 昌子
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HIRODAI
G L O B A L   L O C A L

地球規模のトピックから地域密着のエピソードまで、
広島大学の取り組みをGLOBAL（国際）と LOCAL（地域）の両面から
紹介するコーナーです。

食の未来と安全を考える
「食料安全保障シンポジウム」
　2023年5月19日から21日の3日間にわた

り開催されたG7広島サミットに合わせ、広

島大学でもさまざまなG7関連事業が

行われました。4月22日には、サタケメ

モリアルホールにおいてG7サミット＆

広島大学75+75周年記念事業「食料安

全保障シンポジウム～食料の量・質の

担保と生物多様性維持の両

立は可能か？～」を

開催し、在学生、教職員、一般

市民など約360人が聴講しました。

　本シンポジウムの冒頭では、岸田文雄首

相によるビデオメッセージが紹介さ

れ、この中で首相は「G7サミッ

トが開催される広島におい

て、食料安全保障と生物多

様性の両立に関するシン

ポジウムが開催されること

は、誠に意義深い」と述べま

した。基調講演では、農林水

産省の杉中淳大臣官房総括審議官

が日本の食料安全保障対策について説明。

続いて大学や企業から食料安全保障に貢

献できる日本最先端の研究事例が報告さ

れ、本学大学院統合生命科学研究科から

も、杉野利久教授が動物福祉と牛乳生産

量を両立させる最新DX酪農技術について、

小池一彦教授が海底水を自動で高所に揚

げる装置を利用した牡蠣の増産について、

上田晃弘教授が塩害に強いイネに関する

研究について紹介しました。最後に行われ

たパネルディスカッションでは、現代の食の
新たなシンボルとして越智学長が
揮毫した石碑も設置された

問題を解決する方法として注目を集める、

フード（Food）とテクノロジー（Technology）

を融合させたフードテックが話題にのぼり、

新技術開発・ベンチャー企業に対する投資

への対応や、培養肉などの新しい食品に

対する消費者の不安の解消といったフー

ドテックへの行政支援について紹介があ

りました。会場の高

校生や大学生からの

熱心な質問に加え、参加者

からも「近年の世界的な人口増加

の中で培養肉の可能性を感じたが、一

方で、現状では安全面で課題があり一般

家庭への普及には壁がある」といった感想

が聞かれ、食とその安全保障への関心の

高さがうかがえました。

多くの学生が参加した
G7広島サミット関連事業
　4月15日に広島市内で開催された読売

新聞社主催によるG7広島サミット開催記

念シンポジウムには、本学から越智光夫学

長と川野徳幸平和センター長が登壇。川野

平和センター長は「広島の声」として、カタ

カナの「ヒロシマ」の経緯を紹介し、「今後

はヒロシマから出向き、平和に関する思い

や考えをしっかり伝える必要がある」と訴

えました。このシンポジウムにも多くの在

学生が参加。討論会や被爆者の声に耳を

傾けました。

　また、4月25日～27

日には、核兵器廃絶

国際キャンペーン

(ICAN)主催、

広島大学平

自然と調和した快適な空間を意識
待合室「コノハテラス」
　2023年春から東広島キャンパス中央

口におしゃれなガラス張りの建物がお目

見えしました。下見・鏡山地区バス交通

結節点の待合室「コノハテラス」です。

　交通結節点とは、交通機関の乗り換

えを便利にする拠点となる場所のこと。

スムーズな路線バスの乗り換え、公共交

通機関の利用増加を目的に、東広島市

と連携して整備されました。バスの利用

が増えることなどでカーボンニュートラ

ルやスマートキャンパスの達成につなが

ることも期待されています。

　建設された待合室は、空調完備でトイ

レも設置され、学生や地域の方の評判も

上々です。このデザインには、大学院先進

理工系科学研究科の教員1人と建築学プ

ログラムの大学院生9人が

関わりました。上から見る

と、特徴的な形をしてい

る「コノハテラス」。自然界

に存在する「ボロノイ図」を

用いて、樹木から木の葉が舞う

姿や、それらの葉が地面に落ちて並

ぶ様子を表現しています。学生たちから

提案された3案の中から、自然と建物の

調和を意図したこのデザインが採用され

ました。大学の玄関にふさわしい現代的

なシンボルになることも意識しています。

　交通結節点の誕生によって、バスの乗

り換えがしやすくなるだけでなく、今後

普及が見込まれるマイクロモビリティと

の接続など、東広島市民の交通利便性

の向上や、地域のさらなる活性化が期

待されます。

GLOBAL

和センター共催・共同実施の「広島G7ユー

スサミット」が広島大学東広島キャンパス

学士会館2階レセプションホールなどで開

催。G7各国を中心とした世界19カ国の若者

や学生50人が集まり、パネルトークやワー

クショップを通じて、核兵器の非人道性を

学ぶと共に、核兵器廃絶に向けてどのよう

な行動がとれるかを議論しました。

　G7広島サミットでは大学生が学生ボラン

ティアとしても活躍しました。広島大学か

らは、おもてなしボランティアに15人、通

訳ボランティアに17人が参加。JR広島駅と

広島空港、県立総合体育館の国際メディア

センターに設置されたインフォメーション

カウンターで、サミット関係者に広島を案

内するなど活動しました。

　世界の課題に目を向け、平和やヒロシ

マについて改めて考えるきっかけとなった

今回のサミット。広島大学では「平和を希

求する精神」を理念に持つ大学として、今

後も次代の平和の担い手の育成に力を注

いでいきます。

女性にやさしい
地域づくりにつながる
男女共同参画視点からの防災
　昨今、頻発する自然災害。広島県でも

2014年に続き、2018年にも西日本豪雨

による土砂災害が発生し、大きな被害を

受けました。いつ起こるか分からない災

害に、日頃から地域と共に備える必要が

あります。

　広島大学では、2023年2月に霞キャン

パスで地域防災セミナー「男女共同参画

視点からの防災～地域でつながる取り組

みへ～」を開催しました。2019年度から

始まったこのセミナーは、地域の防災に

おける女性の役割について、消防団員な

ど地域で防災を実践している方と共に考

えることを目的としています。第４回目と

なる今回は、広島県内各地で活動してい

る3人の防災士の方々がそれぞれの取り

組みを紹介。それを受けて後半のワーク

ショップでは、「女性も地域で防災に取り

組むために必要なこと・取り組む方法」や

「今日から自分にもできること」というテー

マで参加者が話し合いました。

　セミナーには、地域で長年防災に携わっ

ている消防団員から高校生まで、オンラ

イン参加者を含め28人の参加があり、終了

後のアンケートには、「若い人や企画運営

者の意欲的な姿に刺激を受けた。自分の地

区にもっと女性や若い防災士が増えるよう

働きかけたい」という感想もありました。

　今回のセミナーを担当した、大学院医系科

学研究科の加古まゆみ准教授は、「防災に女

性の視点を取り入れることは、日頃から女性

にやさしい地域づくりにつながります。今後

は、地域の人々の暮らしが多様化する中で、

どのように防災を進めるかが重要になってく

るのではないでしょうか」と話しました。

LOCAL
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山田 大綱
（やまだ・ひろつな）

大学院統合生命科学研究科
統合生命科学専攻　博士課程後期2年
留学先：オーストラリア
留学期間：2023年4月～2024年3月（1年）
利用した留学プログラム：若手研究者海外挑戦プログラム

さん

留 学 体 験 記

「植物の根」の研究を通して
食料問題を解消
貧困地域の課題を解決したい
　専攻している植物栄養学の観点からオース

トラリアは非常に魅力的でした。留学先の西

オーストラリア大学がある地域は極めて貧栄養

な土壌という性質上、植物の多様性は他に類

を見ず、「植物の根」の研究に取り組む上で非常

に面白い環境です。特殊な形状の根（クラス

ター根）を形成できる植物が、どのようなメカニ

ズムで低栄養の土壌から栄養を吸収するのか

解明することは、特にリン資源の枯渇が懸念さ

れる中、持続可能な食料生産につながる重要

な研究であると考えています。研究室には世界

各国から教員や研究員が集まり、個々の専門性

を生かした共同研究に発展することが多く、多

様な視点での学びや発見が得られます。初めて

英語で研究内容を発表した際に、高く評価され

たことが大きな自信や成長につながりました。

帰国後は貧困地域の課題解決に寄与する農学

的研究を続けたいです。NGOなどの直接課題

解決を図るような仕事にも興味があります。

GLOBAL

　2023年3月17日、『イニシェリン島の精霊』

上映後、アフタートークイベントが開催され、

大学院人間社会科学研究科の桑島秀樹教

授が講師として登壇しました。美しい風景を

背景にアイルランド固有の人間観・宗教観な

どが色濃く反映された本作品。繊細な「光」

の演出で描かれる「人間の生きる意味」、友

情や愛・諍いなど普遍的なテーマに対し、深く

考えさせられる内容でした。イベントには研究

者、マスコミ関係者、学生など約50人が参加。

桑島教授は映画を基礎づける1920年代のア

イルランドや原題の意味に触れつつ、マクド

ナー監督の巧みな人物造形やストーリーに

言及し、改めて高い芸術性を評価しました。

大学院人間社会科学研究科 桑島 秀樹 教授

地元の魅力を発見できる
大人気シリーズ第２弾
　大学院人間社会科学研究科の熊原康博

准教授が中心となって編纂した街歩きガ

イドブック『東広島地歴ウォーク』（レター

プレス社）が2023年3月20日に刊行されま

した。好評で重版に至った前作の『西条地

歴ウォーク』に続く期待の第2弾です。

　今回、対象地域を東広島全体に広げ全

ページカラーの贅沢な仕様に。内容に関し

ても広島大学の学生や大学院生

に加え、前作を通して知り合っ

た地元の歴史に詳しい方など

幅広い方が執筆に参加。地

元東広島に焦点をあて各

自テーマを決めてフィー

ルドワークを行いました。地理・歴史・文化

財・文学・地質・生物などさまざまな分野で

掘り下げ、地域の面白さや意外性、その魅

力を紙面いっぱいに紹介しています。

　本書を執筆中、東広島市内で伊能忠敬

が測量したルートを日記を基に解明。執

筆メンバーの一人は、「実際に市内を歩き

調査するにつれ、普段目に入らなかった石

碑なども歴史の一端であると気付き、地元を

歩くのがますます楽しくなった」といいます。

　「昔からの住民の方はもちろん、海外から

きた学生や県外から引っ越してきた多くの

方に東広島の魅力を知ってほしい」と熊原准

教授。この本を活用したフィールドワークの

開催も予定されており、地域の歴史や文化

を知るきっかけづくりに生かされます。

LOCAL

From the perspective of my specialization in 
plant nutrition, Australia captivated me. The 
University of Western Australia, my study 
abroad destination, is located in a region with 
incredibly nutrient-poor soils  but an 
unparalleled diversity of plants. This unique 
environment presents an interesting 
opportunity to study “plant roots.” 
Understanding how plants capable of forming 
specialized root structures called cluster roots 
can absorb nutrients from low-nutrient soils is 
crucial research that can contribute to 
sustainable food production, particularly in 
light of concerns about phosphorus depletion.
My laboratory attracts faculty members and 
researchers from around the globe, leading 
to collaborative projects that leverage 
individual expertise. This environment 
allows us to explore various perspectives, 
fostering learning and discoveries. When I 
presented my research in English for the 
first time, I received high praise, which 
boosted my confidence and personal 
growth. Upon returning to Japan, my 
objective is to continue agricultural 
research that contributes to resolving issues 
in impoverished areas. I am also eager to 
explore opportunities to collaborate with 
NGOs and other organizations directly 
involved in addressing these problems.

Tackling food issues in
impoverished areas through
plant root research

子どもも楽しめる
最新技術の体験ブースを出展
　広島大学・東広島市・民間企業が一体と

なって活動する「広島大学スマートシティ

共創コンソーシアム」では、東広島市におけ

る先端技術を活用した暮らしやすいまちづ

くりを推進しています。2022年4月にスター

トしたその活動を地域の方々に広く知って

もらうため、2023年3月4日、広島大学フェ

ニックス国際センターMIRAI CREAにおい

て「地域交流イベント」が開催されました。

　イベントでは、大学と市が連携して「やさ

しい未来都市」の実現に向けて取り組む

Town & Gown構想や、共創コンソーシア

ムの活動を紹介し、地域の方々、市の職員

を交えて意見交換を行いました。

　会場内外には、共創コンソーシアムのメン

バーである、住友商事、ソフトバンク、フジタ、

中国電力、ダイキン工業、イズミ、

日産自動車、復建調査設計が、各社

の技術や事業内容を体験できるブースを

出展し、多くの親子連れでにぎわいました。

「犬型自走ロボットの実演」や、ラジコンの

ショベルカーを操る「ラジコンバックホウによ

るあめすくい」、自分で作った電気自動車を走

らせる「わくわくエコスクール」など、最新技

術を体験できるブースの人気が高く、「今後も

開催してほしい」という声が聞かれました。

　「取り組みへの理解が広がり始めた手ご

たえを感じます」と、イベントを企画した

Town & Gown Officeの成田宏健リサーチ

アソシエイト。「今後は地域住民がまちづく

りについて気軽に相談できる

場『リビングラボ』を市内

に設け、より身近に感じて

もらいたい」と話します。

大学院の授業でのフィールドワークをベースに
本書を編纂した熊原准教授（写真右端）

本書の目次一覧（一部抜粋）

～山・街・海が出会う“東広島”を歩こう～
・ 伊能忠敬の測量の足取りをたどる　
・ 石碑を通して自然災害を知る　
・ 東広島ご当地マンホール蓋巡り
・ 「吟醸酒の父」三浦仙三郎　　　   ほか
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広島大学を日々
支えるオフィスや
センター。その
業務の内容に
迫ります。

法
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研究室の先輩と訪れた、西中国山地国定公

園内の大峡谷「三段峡」。そこでNPO法人

三段峡-太田川流域研究会（さんけん）と出

会い、地域課題や環境危機の話を聞いたこ

とが、私の活動のきっかけになりました。ま

ずは自然を守る仲間を増やしたいと、広大

さんけん部を立ち上げ、三段峡の豊かな自

然環境の保護、生物の調査、体験イベント

の開催に取り組んでいます。地域の皆さん

と連携しPRを目的とした三段峡の情報も

発信しています。国の名勝に指定されて

100年という歴史、変化に富んだ気候が育

む生物多様性。三段峡というフィールドは、

人々に体験と学びを提供する博物館そのも

のだと考えます。次世代の環境分野のリー

ダーを育てるプロジェクトも始動。自然の

素晴らしさ、生命の豊かさを子どもたちに

伝えることも大きな役割です。

南葉 錬志郎 さん
（なんば れんしろう）

大学院統合生命科学研究科 博士課程前期 2年
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段
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豊
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然
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へ
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HERO

さんけんと共同で立ち上げた
ビジターセンター「Loupe」

未来の環境リーダーを育てる
プロジェクトで講師として活動

日本でも有数の広さを誇る東広島キャンパスの
豊かな自然の成り立ちや生物の多様性など
幅広い視点と現地調査で自然環境を学べます。

お気に入り講義：
東広島キャンパスの自然環境管理

井上 つぐみ さん
（いのうえ つぐみ）

医学部医学科 5年

被
爆
の
記
憶
と
、平
和
へ
の
思
い
を
次
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代
へ
語
り
継
ぐ
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welcome to our workplace

こちら

東千田地区
支援室!

東千田地区支援室の
役割について教えてください。

東千田キャンパスの学生や教職員へのさまざ

まなサポートが主な業務内容です。2023年4

月、法学部が東広島キャンパスから移転し、

東千田キャンパスでは「法曹養成を核とした

人文社会科学系の新たな拠点」としての整備

A.

Q1
昼夜を問わず、キャンパスに出入りする学

生や教職員の数が大幅に増えました。施

設の利用も盛んになって、キャンパス全体

が活気にあふれています。

法学部昼間コースと
大学院法学・政治学
プログラムの移転で
変化したことは？

A.

Q2

PRポイントは
なんですか？

広島市の中心近くに位置していることから、主

要な官公庁、司法機関、大手企業と連携しやす

いことです。これらの各組織と学生との橋渡し

役を担い、学生が将来の進路を考えるための

環境づくりに力を入れています。また、総務、財

務から学生支援までを当支援室でカバーでき

るので、小さな規模ながら学生や教員の多様

なニーズに応えられることもPRポイントです。

A.

Q4

を着々と進めており、その支援も行っていま

す。また、東千田キャンパスではリカレント教

育の講座が開講されており、地域の方々の学

びの場としても活用されています。地域への

開かれた環境づくりも当支援室の仕事です。

働く環境として
魅力に感じていることは？

キャンパス隣の東千田公園（元広島大学キャンパス）は、緑に囲ま

れた憩いの空間で、業務の合間のリフレッシュに最適です。また、

キャンパス内には広く落ち着いた雰囲気の食堂「PUNANA」やフ

リースペースも多く、「SENDA LAB」はウッドを基調としたシック

な空間で、ワーキングスペースとしても活用されています。

A.

Q5 今後の目標は？

アクセスの良い広島市内の拠点として、広島大学のさらなる発

展のために快適な教育環境を整備することが目標です。また、

地域とのつながりを大切にして、市民の方々からも応援される

キャンパスづくりに取り組んでいきます。

A.

Q6

map

日赤病院前駅日赤病院前駅

広島
市役所
広島
市役所

平和記念
公園

原爆ドーム
広島
県庁

広島駅

東千田地区支援室

G7サミットに向けた折り鶴
プロジェクト

こどもピースサミット2022にて
講演

名誉教授・植木研介先生の被爆証言をもとに
平和について考える授業。PTSD※を乗り越えて、
当時を語ってくださる先生の姿に感銘を受けました。　
 ※精神的外傷後後遺症

お気に入り講義：
平和と人間Ｄ－広島から未来に向けて－

支援室の雰囲気は？

A.

Q3

学生が活発に活動しているキャンパスに比

べ、落ち着いた雰囲気で業務に集中できる

環境が整っています。学部夜間主コースお

よび夜間大学院にも対応するため、一部の

職員は出勤時間をずらして勤務しています

が、全職員の勤務時間が重なるお昼から夕

方にかけては支援室もにぎやかになります。

プナナ

センダ ラボ

広島で生まれ育った私は被爆者からお話を直

接聞く機会に恵まれてきました。後世の平和の

ため、自らの体験を語り継がなければならな

いという切なる思いとそのご尽力のおかげで、

原爆の悲惨さや核兵器の恐ろしさについて深

く学んできました。2021年時点で被爆者の平

均年齢は84.53歳。「今後、被爆者自身の体験

談として生の声が聞ける機会が失われていく。

被爆者の皆さんの平和への思いを途絶えさせ

てはいけない」という考えに至り、代弁者とし

て伝え継ぐ被爆体験伝承者を目指しています。

講演では聞き手の方が理解しやすいよう、一

つ一つの言葉を丁寧に伝えるよう意識してい

ます。また、自分の専門である医学の分野でも

平和に貢献したいと考え、将来は途上国にお

ける医療連携や被爆者医療にも取り組んでい

きたいと考えています。いつか広島大学でも被

爆体験伝承者として講演できれば光栄です。
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広島大学を卒業・修了後、各業界で活躍されている卒業生の方々に、

現在のお仕事と大学時代を語っていただきました。

さんさん 米原 隆太
オタフクソース株式会社
生産本部 本社工場 生産管理部
生産管理課 課長

大学院理学研究科※ 出身

河村 綾奈
株式会社中国放送
(RCC BROADCASTING CO.,LTD.）
ラジオ局アナウンス部 アナウンサー

法学部 出身

よねはら・りゅうた／山口県出身。2003年広島大
学理学部化学科を卒業後、大学院理学研究科に
進学し、数理分子生命理学を専攻。2005年修了
後、オタフクソース株式会社に入社。製造や品質
管理、経営企画など幅広い業務に従事後、現職。

　オタフクソース生産本部 生産管理課は

本社工場の一番の要といえます。工場の

生産性や現場のものづくりの力を高め、い

かに効率良く引き出せるかが問われます。

具体的には需要予測、生産計画の立案を

主業務に、営業からの依頼で原価見積作

成、原料・資材の調達と受入、工場の生産

性を上げるための生産実績の予実管理、

ラベル印刷や工場消耗品の発注まで多岐

にわたります。私は営業や生産といった部

署間の調整役となったり、生産工程をマ

ネジメントするなど現場が働きやすいよう

環境を整える役割も担っています。

　さらに部署の枠を越えあらゆる視点の

意見を取り入れつつ「全体の最適化」を目

本社工場一番の要
全体を最適化

指して改善を図ることも求められます。役

割の違いから生まれる意見の相違や矛盾

を受け止めながら、なるべく全体が納得

する着地点を探し続けることは、苦労があ

る分この仕事の一番のやりがいでもあり

ます。

　全体の最適化には、観察力や異変を

察知する能力が必要です。これらの力

は、寝食を忘れ研究に打ち込んだ学生

時代に培われたと思います。ほかに文章

を書く力や分かりやすく伝えるためのコ

ミュニケーション能力、マネジメント力

も仕事で大いに役立っています。

　オタフクと言えばソースですが、私が

入社を志望したきっかけは「飲用酢」で

研究経験を生かし
新価値創造へ

した。理学部化学科でタンパク質の研究

をしていたこともあり、就職先は製薬会

社か飲料メーカーを希望していました

が、オタフクが飲用酢を作っていること

から興味を持ち、食べることが大好き

だったこともあって入社を決めました。

　今後は新しい価値を創り出す仕事、

素材研究や商品開発をはじめ、新たな

研究開発にも取り組んでみたいです。

心に響いた人生の名言

就職が決まらず落ち込む私に対

し「自分を信じとったら大丈

夫！」と言い続けてくれた大学院

の先輩がいました。前向きに考

えることの大切さを教えてくれ

た広大の先輩に感謝です！

かわむら・あやな／広島県出身。2014年
広島大学法学部を卒業後、株式会社中国
放送に入社。『イマナマ!』番組MC、『平成ラ
ヂオバラエティごぜん様さま』ではラジオ
パーソナリティを務めるなど幅広く活躍中。

　幼い頃、アナウンサーに憧れを抱いてい

たことから、大学3年生からRCCが開校す

るアナウンススクールに通っていました。

そのご縁と運が幸いしRCCに入社、今に

至ります。ラジオとテレビが両方ある放送

局は全国的にも珍しく、どちらも経験でき

ることはアナウンサーとして本当に恵まれ

ていると思います。

　広島大学とお仕事をさせていただく機

会も増え、先日は越智学長のインタビュー

をさせていただきました。地元ならではの

縁やつながりで仕事ができるのも、広島の

放送局で働く醍醐味だと思います。学生時

代の思い出や体験した全てが今の仕事

上、話のきっかけになりますし、法律や専

テレビ、ラジオと幅広く
地元広島で働く喜び

門用語が難なく読めるのも当時学んだこ

とが生きていると感謝しています。

　入社して5カ月後の2014年8月、広島

で土砂災害が起こりました。夜中にラジ

オで速報を入れる必要があったのです

が、経験不足のためうまく言葉が出てこ

ず悔しい思いをしました。早く一人前の

アナウンサーになりたい、人の役に立つ

報道をしたい、その思いを改めて強くし

ました。

　広島東洋カープなど地元スポーツ

チームの活躍、オバマ元米国大統領の広

島訪問など明るい報道も多く経験しまし

た。報道の仕事では体力はもちろん前向

きな心が必要とされます。不自然に明る

辛い報道も、明るい報道も
視聴者に寄り添い伝える

くする必要はありませんが、ラジオを聞

いた方が一日元気に過ごしてくださるよ

う、安定した口調で話すことを心掛けて

います。ゲストの方をお招きするときも

事前準備はもちろん、相手の方が話しや

すい雰囲気づくりも大切にしています。

　学生の皆さんには大学生活を全力で

楽しみながらも、ぜひ、何か一つ自分が夢

中になれるものを見つけてほしいです。

心に響いた人生の名言

通っていた塾の先生からいただ

いた「うまくいったらおかげさま、

失敗したら自分のせい」という言

葉。社会に出て、さまざまな価値

観の方と円滑に仕事をする上で

大事な考え方だと思います。

※ 現 大学院統合生命科学研究科
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教えて！

私の高校では3年生になると、各々の学習計画に沿ってひたすらに自主学習を進

める「学習合宿」が行われます。数日間孤独に勉強し続けるのは精神的にかなり

きつかったですが、自分自身に真正面から向き合えたと同時に、友達と励まし合

うことが、どんなに心強かったかということに気付く良い機会になりました。

広島大学で過ごすこの

新入生へメッセージ！

広島大学の教育学部を目指して勉強に打ち込む毎日。長時間勉強を続けるため

に、午前中は学校、昼～夕方は塾、夜は自室と、時間によって勉強場所を変えて

気分転換していました。さらに、勉強の合間には友達と雑談したりご飯を食べに

行ったりと、一人でストレスを溜め込まないようにも気を付けていましたね。

大学生の夏休みは約2カ月間の完全休暇！新しいコミュニティに飛び込んでみたり、

自分の趣味をとことん追求したり、夜中まで友達と語り合ったり……たっぷり時間の

ある大学生にしかできない体験をしてみてください。

所属しているフェンシング部で大会に出場することがこの夏の一大イベント！「全国公」と

いう全国の国公立大学の学生が参加する大会で、全日程１週間ほどの大きな規模で行わ

れます。どの大学もかなり練習を重ねているので、毎年とても熱い試合が繰り広げられま

す。さらに、学生間の交流はもちろん、普段訪れる機会のない他大学のキャンパスやその

周辺のまちを散策できるのもこの大会ならではの楽しみ。今年からは新型コロナウイルス

による制限も緩和されたので、開催地の観光も楽しみつつ、試合に臨みたいと思います。

航空機や船舶、自動車など、輸送機器に特化した学科があること、そして優れた研究力と充実

した実験施設があることに惹かれて広島大学の受験を決意。夏休みは高校で開催されてい

た夏期講習で集中して受験勉強に励みつつ、たまには友人と遊んで息抜きもしていました。

国立大学である広島大学の入試では、多くの受

験科目が課せられます。苦手な科目は早めに克

服しましょう。一つ一つ、焦らず確実に克服する

のが一番の近道です！

「海外共同研究」という留学プログラムを利用して、イギリスのノッティンガム大学へ行

きます。ノッティンガム大学で開発された理論計算を学び、今取り組んでいる輸送シス

テムに関する研究に生かすことが目的です。留学の決め手は、学部1年生の時に参加し

た「STARTプログラム」でオーストラリアに滞在したこと。日本と全く異なる文化圏での

体験は全てが新鮮で、研究活動においても学際的な幅広い視野を持ちたいと思う

きっかけになりました。現在は留学に向けて、これまでの研究の整理

や理論計算の予習、英会話の勉強を頑張っています！

復習する時には、自分の解答が正しかったかどうかだけではなく、答えにたど

り着くプロセスや発想の部分も振り返ってみてください。初めて見る問題への

対応力が身に付くと思います！

「地域教育実践」という教育学に関する集中講義を受講します。講義では、自然

体験や農業体験など、小学生に向けたイベントを学生自らが企画します。地域

の方や子どもたちと積極的に触れ合うことができそうなので、今から楽しみで

す！もちろん、講義以外の時間ではプライベートも満喫する予定。友人と一日

中旅館でのんびりしたり、実家に帰って高校時代の友人と遊びに行ったり、楽

しい時間を過ごしたいと思います。vol.22

法学部 法学科
昼間コース ２年

古谷 理歩さん
ふるや 　   りほ

先進理工系科学研究科 先進理工系科学専攻
輸送・環境システムプログラム
博士課程前期 1年

別所 和真さん
べっしょ 　かずま
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広大生に夏休みの過ごし
方を突撃インタビュー！受
験生の夏休みをどう乗り越
えたかも聞いてみました。

学校で配られた教材を何度も解き直して、苦手科目を中心に基礎力をつけるこ

とを意識していました。コロナ禍で外出が制限される中でも、近くのパン屋さん

にお昼ごはんを買いに行くなど、小さな楽しみを見つけて頑張りました！

新型コロナウイルスの影響が落ち着いた今年の夏は、今までできなかったこと

に挑戦する絶好のチャンス。ぜひ皆さんも自分の興味のあることに全力でチャ

レンジしてみてください！

今年の夏休みはタイに行きます！「AIMS/PEACEプログラム」を利用した、約

６カ月間の留学です。新しい環境に飛び込んで多くの人と交流したいという思

いがあり、さらにこれまでコロナ禍でさまざまなことが制限されていた分、「今

できることには積極的に挑戦しよう」と考えるようになったのがきっかけです。

タイでは、留学先のカセサート大学で学ぶのはもちろん、休みの日にはいろん

な場所をあちこち訪れたいと思っています。現地にしかない学びや体験をめ

いっぱい吸収して、卒業研究に生かしたいです。

受験生にアドバイス！

受験生だったあの

広島大学で過ごすこの

受験生だったあの

新入生へメッセージ！

受験生にアドバイス！

広島大学で過ごすこの

受験生だったあの

広島大学で過ごすこの

受験生だったあの
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HUTOPICS

スマートソサイエティ実践科学研究院

全12学部・5大学院の

注目トピックをピックアップ。

広島大学の最新情報を紹介します。

大学院情報学部情報

「活躍する先輩からのメッセージ」を
掲載

工学部

工学部ウェブサイトでは年３～４回工
学部・大学院工学研究科を卒業・修了
し、社会で活躍する先輩からのメッ
セージを掲載しています。社会人となっ
た先輩方がさまざまな分野で活躍して
いる様子や在学生へ向け
たメッセージを掲載して
おります。ぜひ一度ご覧く
ださい。
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医学部

河野修興名誉教授が
2023年春の紫綬褒章を受章

医学部分子内科学の前教授河野修興名
誉教授は「間質性肺炎の血清マーカーで
あるKL-6の発見とその臨床応用」の研
究成果が評価され紫綬褒章を受章、広
島大学としては9人目の受章です。
KL-6は、世界初・日本発、年間400万検
体以上測定され、世界の医療に貢献し
ています。

2023.4

2023.7

造形芸術系コースの学生たちが
飯室の芸術家たちについて
小冊子をまとめました

教育学部

造形芸術系コースの学生たちが、飯室（広島
市安佐北区）出身の水墨画家・丸木位里と、彼
と関係の深い飯室の芸術家たちについて小
冊子にまとめました。イラストや画像を多く使
用して、幅広い年代層の方々
が手に取りやすいデザインに
なるよう心掛けました。詳細
は、学部HPをご覧ください。

被爆者体験講話を開催しました

文学部

１年次の「教養ゼミ」において、被爆体験
講話を開催しました。文学部における被
爆体験講話は2015年に始まり、ひろしま
の平和の継承・発信を目的に継続して実
施しています。被爆者の高齢化により被
爆の実相を後世に伝えることが困難にな
りつつある中、被爆者の梶本淑子さんと
伝承者の青木圭子さんにご講演いただ
き、貴重なお話を伺うことができました。

公開講座「くすりは服用した後どうなるの？
～薬学で重要なADMETとは？～」を
実施しました

薬学部

薬学において重要なADMET（A：吸収、
D：分布、M：代謝、E：排泄、T：毒性）
を中心に、くすりが私たちの体でどの
ように変化し、どのように効果を発揮
するのかをテーマとした今回の公開講
座では最新の研究も交えた話題を提供
し、多くの方にくすりの奥深さについて
知っていただくことができました。

教養ゼミで学部1年生全員が
農業体験をしました

生物生産学部

5月13日、生物生産学部1年生全員が世
羅町と東広島市豊栄町に分かれて農業
体験学習を行いました。世羅幸水農園
では梨の一次摘果を体験しました。

高大接続サマーキャンプ開催

情報科学部歯学部

コロナ禍のため渡航を延期していたカン
ボジア歯科医療支援活動を再開し、谷
本歯学部長・小児歯科が中心となり、
歯科健診など
約1週間の活
動を展開しま
した。

カンボジア歯科医療支援活動を
再開しました

75＋75周年記念事業「広島大学in東京」が
盛況のうちに終了しました
6月24日、広島大学75+75周年記念事業「広島大学in東京」を
TKP新橋カンファレンスセンターで開催しました。本学に関心
のある高校生や保護者の方、高等学校進路指導教員、企業の
方など約200人の参加がありました。越智学長による開会挨
拶の後、本学の卒業生である株式会社リコーの山下代表取締
役会長による基調講演があり、その後の研究紹介では本学の
最先端の研究内
容を説明しまし
た。また、入試説
明・個別相談や就
職担当教員との
個別面談なども
行いました。

2023. Sum
m
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人間社会科学研究科のウェブサイトに
HSS Researchersというページを設け、研
究科内で取り組まれる多様でユニークな
教育・研究活動や、国内外に知られた研究
者の研究内容を紹介しています。2023年
度は、HSS Researchersで
研究者の紹介を充実させ、
より多く研究内容を大学内
外に発信していく予定です。

HSS Researchers

人間社会科学研究科

スマートソサイエティ実践科学
研究院FDを開催しました

先進理工系科学研究科の
ロゴマークができました

先進理工系科学研究科

食料安全保障シンポジウムに
本研究科教員が登壇しました

統合生命科学研究科

科学技術分野の文部科学大臣表彰を
受賞しました

医系科学研究科

「令和5年度科学技術分野の文部科学
大臣表彰」において、医系科学研究科
から、久保達彦教授が「科学技術賞 開
発部門」（業績名：J-SPEED/MDS 日
本発WHO国際標準の開発育成）を、
内田康雄教授が「若手科学者賞」（業
績名：ヒト組織定量プロテオミクスの開
発に基づくヒト中枢関門研究）を受賞
しました。

G7広島サミット&広島大学75+75周年
記念事業「食料安全保障シンポジウム」
が4月22日にサタケメモリアルホールで
開かれ、本研究科の杉野利久教授、小
池一彦教授及び上田晃弘教授が本学
を代表して研究紹介を行いました。ま
た、島田昌之教授がシンポジウムを総括
するパネルディスカッションの座長を
務めました。

研究科をイメージしたロゴマークを作成し
ました。研究科名の英語表記「Advanced 
Science and Engineering」のイニシャ
ル「AdSE」を組み合わせています。今
後、これらのロゴ
マークを活用し広く
発信していきます。

新入生歓迎交流行事を
開催しました

経済学部

昼間コースは4月22日、夜間主コースは
4月14日に、２年生の有志の企画による
新入生歓迎行事を開催しました。昼間
コースは飯盒炊飯（カレー作り）やソフト
バレーボール、
夜間主コースは
クイズ大会等を
通して交流を図
りました。

総合科学部

5月11日、学部長、基金室長と総合科学部
広報誌「飛翔」の編集学生代表が、広島市佐
伯区にある株式会社村上農園を訪問し、感
謝を述べた後、同
社のご寄附により
発行した飛翔第
99号を村上社長
に贈呈しました。

広報誌「飛翔」編集学生が
株式会社村上農園を訪問し、
飛翔第99号を贈呈しました

法学部移転記念式典を
開催しました

法学部

4月16日、東千田キャンパスにおいて法
学部移転記念式典を開催しました。式
典終了後には施設見学と河上正二東京
大学・東北大学名誉教授による記念講
演を行いました。

ニュートンのリンゴ

理学部

理学部Ｅ棟正面玄
関前に再植樹した
「ニュートンのリン
ゴ」の木に実がな
りました。まだ青く
小さいですが、今
後が楽しみです。

大学の動き

日米半導体連携
パートナーシップに参画
広島大学は、マイクロン社とのパートナーシップに基づく日米
半導体連携｢UPWARDS for the Future｣に参画しました。
このパートナーシップには、本学を含めて日米の計11大学が
参画しています。5月21日、永岡文部科学大臣やブリンケン米
国国務長官と各大学長による覚書が締結され、越智学長は、
日本側の大学の代表として、東北大学の総長と共に参加しま
した。その後のプ
レスカンファレン
スには、バイデン
米国大統領も同
席しました。

©photo by the White House

2022年度から新設された学校推薦型
選抜での高大接続プログラムとして、高
校生向けのサマーキャンプを8月および
9月に実施します。サマーキャンプでは、
情報科学部で開講されている数学およ
びプログラミングの授業
を体験します。詳細は、学
部HPをご覧ください。

今年4月新設の本研究院では、6月16日に
第1回FD（教職員を対象とした研修会）を
開催しました。参画教職員に対し研究院の
ミッションが共
有され､これか
らの分野融合
研究を促進すべ
く、活発に意見
交換しました。



A A

Reader’s View

投稿が
掲載された方には
広大マスコット
キャラクター
「ひろティー」
トートバッグをプレゼント！

投稿
募集中！

広島大学にまつわる写真を#広島
大学を付けてInstagramに投稿し
てください。テーマは何でもOK！
素敵な写真をお待ちしています。

広島大学にまつわる
逸話やエピソードを
募集します。あの頃の
懐かしい思い出話や
誰かに言いたくなる広島大学の秘
密を教えてください。

投稿はこちら

HU photos

HU ism

2023.6.19
＃広島大学 ＃広大キャンパス　
＃夏 ＃お気に入り

広島大学にまつわる、
読者から届いたちょっといい話をご紹介します。

HU ism

ペンネーム：けんじさん（岡山県倉敷市）

投稿者：tmy_s さん

山市をよく訪れることがあります。福山市内でこ

の広報誌を入手できる場合は必ず手にしております。

とても素敵な雑誌で、全面にわたり魅力的です。自分

の母校にもこういうものがあったらなあ、と思いなが

ら拝見しております。これからも頑張ってください！

福

ペンネーム：やなぎさん（長野県小諸市）

く離れた広島大学について知ることができま

した。広い分野で活動、活躍されているのですね。

いつまでも世界で光り輝く大学でありますように。

遠

Instagramで＃広島大学の
付いた投稿からお届けします。

HU photos

読者の皆さまからのご意見、ご要望、情報提供をお待ちしております。

いただいたアンケート内容は、今後の誌面づくりに活用させていただきます。

アンケートにご回答いただいた方の中から抽選で合計5名様にプレゼント！！
※応募締切：2023年11月30日必着　厳正な抽選の上、商品の発送をもって当選の発表にかえさせていただきます。

読者プレゼント

WEBアンケートにご協力ください

HU-plus 検索

WEBアンケートはこちら

※デザインは選べません。

 オタフクソース株式会社
商品詰め合わせ

B

3名様

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル

空間（現実空間）を高度に融合させたシ

ステムにより、経済発展と社会的課題

の解決を両立する、人間中心の社会の

ことです。

A本学の全研究科が連係し、６つの研究領域からなる学際的な教育研究を特

長としています。研究領域の異なる複

数の教員が協働して研究指導するこ

とで、学生は周辺分野の研究動向を踏

まえながら研究を進めることができま

す。「スマートソサイエティの実現を担

うグローバル人材」を養成します。

教育研究の柱は、Society 5.0※の主要

研究分野である「サイバーフィジカルシ

ステム」、「スマートモビリティ」、「スマー

トエネルギー」、「スマートアグリカル

チャー」、「国際医療保健」、「社会イノ

ベーション科学」の6つの研究領域です。

「スマートソサイエティ」
ってなんですか？

Q1Q1

夏井いつき氏 直筆サイン入り
『夏井いつきの世界一わかりやすい俳句の授業』

A

どんな研究を
するところなの？

Q2Q2 Q3Q3
研究院のすごいところを
教えてください！

ドローンの姿勢
に影響を与えな
い無反動ロボッ
トアームを開発

自動運転シャトル

「HIROMOBI」
高齢者擬似体験実習
での歯科保健指導

情報通信技術を活用した
農作物の生産管理

※ Society 5.0…狩猟社会（Society 

1.0）、農耕社会（S o c i e t y 2.0）、工

業社会（Society3.0）、情報社会

（Soc i e t y 4.0）に続く、新たな社会

を指すもの。第５期科学技術基本計画

において我が国が目指すべき未来社

会の姿として初めて提唱されました。

2023年4月、広島大学に「スマートソサイエティ実践科学研究院」が開設しました。

「スマートソサイエティ」…。聞いたことはあるけど何だっけ…。

新しい研究院の概要についてご紹介します！

広島大学に５つ目の大学院が誕生！

大学院スマートソサイエティ
実践科学研究院ってどんなとこ？

2名様
ヒロモビ

夏井いつき著（PHP研究所）

広島大学創立75+75周年記念事業始動！広島大学創立75+75周年記念事業始動！
広島大学は、2024年に創立75周年を迎え

ます。最も古い前身校である白島学校が設

立された1874年から1949年に新制広島

大学が誕生するまでが75年、それから数え

ると、2024年がちょうど150周年にあたり

ます。記念事業として既にさまざまな企画

が動き出しており、イベントの開催や記念

グッズの販売などが行われています。新し

い情報はウェブサイトでご確認ください！

広島大学は、2024年に創立75周年を迎え

ます。最も古い前身校である白島学校が設

立された1874年から1949年に新制広島

大学が誕生するまでが75年、それから数え

ると、2024年がちょうど150周年にあたり

ます。記念事業として既にさまざまな企画

が動き出しており、イベントの開催や記念

グッズの販売などが行われています。新し

い情報はウェブサイトでご確認ください！

第一弾
75+75周年を身近に

感じられるグッズも販売中です！

広大ならではの
食材を詰め込んだ
「広島大学弁当」

イラストレーター、
カミガキヒロフミ氏
によるイラストを
楽しめるスカーフ

創立75+75周年特集連載！

食料安全保障シンポジウム
（2023年４月開催）
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広大キャンパスの「イマ」をお届け

キャンパスNOW“ ”



広島大学への寄附にご協力いただき､深く感謝申し上げます。
広島大学基金 ※広島大学が躍動し広島の地を活性化させる基金

（広島大学75+75周年に向けて）・応急学生支援金を含む

高額のご寄附をいただいた方

● 個人 10億円以上
 法人 20億円以上

佐竹 利子 様
「特別栄誉学賓」

● 個人 5000万円以上
 法人 1億円以上

公益財団法人
広島大学教育研究支援財団 
理事長
佐竹 利子 様
株式会社 サタケ 様
「学賓」

一般財団法人
緑風会 様
「学賓」

財団法人渋谷育英会
理事長
小丸 法之 様
「学賓」

池田 英明 様
「学賓」

矢野 博丈 様
「学賓」

● 個人 1000万円以上
 法人 2000万円以上

医療法人社団浜中皮ふ科クリニック
理事長
浜中 和子 様
「名誉校友」

晝馬 輝夫 様
「名誉校友」

株式会社広島銀行
代表取締役頭取
部谷 俊雄 様
「名誉校友」

特定医療法人あかね会
理事長
土谷 晋一郎 様
「名誉校友」

小野 光代 様
児玉 治 様
「名誉校友」

医療法人社団昭信会
頼島産婦人科病院
理事長
頼島 信 様
「名誉校友」

勝矢 博 様
「名誉校友」

越智 光夫 様
「名誉校友」「冠寄附者」

平尾 泰保 様
「名誉校友」「冠寄附者」

鵜野 俊雄 様
「名誉校友」

田中 隆荘 様
「名誉校友」

松川 博之 様
「名誉校友」

三嶋 弘 様
「名誉校友」

● 個人 500万円以上
 法人 1000万円以上

医療法人社団まりも会ヒロシマ平松病院
理事長
平松 廣夫 様
「名誉校友」「冠寄附者」

医療法人たんぽぽ会
理事長
大嶋 俊一 様
「名誉校友」

医療法人社団仁慈会
理事長
安田 克樹 様
「名誉校友」「冠寄附者」

オタフクソース株式会社
取締役会長
佐々木 直義 様
「名誉校友」「冠寄附者」

株式会社バルコム
代表取締役
山坂 哲郎 様
「名誉校友」「冠寄附者」

株式会社築地
代表取締役
平尾 眞裕美 様
「名誉校友」

医療法人社団玄同会
理事長
小畠 敬太郎 様
「名誉校友」

医療法人せのがわ
理事長
津久江 一郎 様
「名誉校友」

医療法人多布施クリニック
理事長
諸隈 啓子 様
「名誉校友」

株式会社合人社グループ
代表取締役
福井 滋 様
「名誉校友」

株式会社不二ビルサービス
代表取締役
濵野上 隆志 様
「名誉校友」

社会医療法人社団沼南会
理事長
檜谷 鞠子 様
「名誉校友」

西川ゴム工業株式会社
代表取締役会長
西川 正洋 様
「名誉校友」

日本基準寝具株式会社
代表取締役
今井 誠則 様
「名誉校友」

広島ガス株式会社 様
「名誉校友」

広島信用金庫
会長
武田 龍雄 様
理事長
川上 武 様
「名誉校友」

広島ロータリークラブ 様
「名誉校友」

三井住友信託銀行株式会社
代表取締役社長
橋本 勝 様
「名誉校友」

児玉 晄子 様
「名誉校友」

佐藤 利行 様
「名誉校友」

坂下 勝 様
「名誉校友」「冠寄附者」

小林 正夫 様
「名誉校友」

登田 隆 様
「名誉校友」

パラカ株式会社
代表取締役
内藤 亨 様
「名誉校友」

河野 修興 様
「名誉校友」

徳永 彰 様
「名誉校友」

星山 政昭 様
「名誉校友」

佐々木 元 様
「名誉校友」

内池 平樹 様
「名誉校友」

藤岡歯科医院
藤岡 道治 様
「名誉校友」

●個人 100万円以上　法人 100万円以上

医療法人社団みめぐみ会
サンクリニック
理事長
中村 雄二 様
医療法人社団楓会
林病院
理事長
林 淳二 様
「冠寄附者」

医療法人おち眼科医院
理事長
越智 温子 様
「冠寄附者」

医療法人恒和会
松石病院
理事長
松石 頼明 様
株式会社紀陽
代表取締役社長
寒川 起佳 様
「冠寄附者」

株式会社村上農園
代表取締役
村上 清貴 様
株式会社ダイクレ
代表取締役社長
山本 浩 様
公益社団法人内外いくえい会
代表理事
髙橋 喜人 様
戸田工業株式会社
取締役社長
寳來 茂 様
「冠寄附者」

医療法人社団清流会
理事長
永井 賢一 様
「冠寄附者」

医療法人社団伯瑛会
のぞみ整形外科
理事長
金田 瑛司 様
「冠寄附者」

医療法人辰川会
理事長
辰川 自光 様
医療法人社団慈恵会
いまだ病院
院長
大杉 健 様
「冠寄附者」

医療法人社団知仁会
理事長
石井 知行 様
株式会社にしき堂
代表取締役社長
大谷 博国 様
「冠寄附者」

医療法人社団
井野口病院
会長
井野口 千秋 様
医療法人
小田内科クリニック
理事長
小田 弘明 様
医療法人社団
梶山小児科
理事長
梶山 泰正 様
医療法人社団陽正会
寺岡記念病院
理事長
寺岡 暉 様
医療法人微風会
ビハーラ花の里病院
会長
和泉 一子 様
株式会社シンコー
代表取締役社長
筒井 幹治 様
田中電機工業株式会社
代表取締役
田中 秀和 様

広島大学歯学部同窓会 様
株式会社日本クライメイト
システムズ
代表取締役社長
松尾 則宏 様
「冠寄附者」

医療法人昭和
原田整形外科病院
理事長
原田 昭 様
「冠寄附者」

医療法人社団スマイル
博愛クリニック
理事長
髙杉 啓一郎 様
「冠寄附者」

医療法人社団マッキー
理事長
松木 啓 様
「冠寄附者」

医療法人S.R.C.
中光整形外科リハビリクリニック
院長
中光 清志 様
「冠寄附者」

医療法人KOC
金谷整形外科クリニック
理事長
金谷 篤 様
「冠寄附者」

医療法人明笑会
理事長
安本 正徳 様
「冠寄附者」

株式会社総合広告社
代表取締役副会長
坪井 高義 様
「冠寄附者」

大正富山医薬品株式会社
代表取締役社長
藤田 憲一 様
医療法人エム・エム会
理事長
白川 泰山 様
「冠寄附者」

医療法人サカもみの木会
理事長
坂 信一 様
医療法人ワカサ会
理事長
若佐 直定 様
大嶋 俊一 様
浜中 和子 様
広島大学歯学部
歯科補綴学
第一講座同門会 様
医療法人せいざん青山病院
院長
大村 泰 様
株式会社やまだ屋
代表取締役
中村 靖富満 様
「冠寄附者」

大谷 美奈子 様
医療法人みなみ会
理事長
星野 修司 様
原田 康夫 様
広島大学消費生活協同組合
理事長
細野 賢治 様
株式会社立芝
代表取締役社長
田中 修司 様
今治造船株式会社
代表取締役社長
檜垣 幸人 様
医療法人社団輔仁会
太田川病院 様
川真田 智子 様
白築 俊彦 様

白築 秀美 様
早川 武敏 様
広島市信用組合 様
三島食品
株式会社 様
温泉川 梅代 様
田中 純子 様
「冠寄附者」

高嶋 俊治 様
Micron Technology
Foundation, Inc. 様
医療法人ピーアイエー
理事長
中村 英雄 様
奥田 晃章 様
向笠 富夫 様
弁護士
緒方 俊平 様
「冠寄附者」

広島市医師婦人会 様
上 真一 様
浅野 宏國 様
医療法人社団慈杏会
土肥整形外科病院 様
株式会社内藤建築事務所
代表取締役
川本 雄三 様
関 和子 様
常石造船株式会社 様
広島大学歯学部
同窓会広島県支部 様
広島日野自動車株式会社
代表取締役社長
上野 孝史 様
藤本 吉範 様
丸正産業株式会社
代表取締役
高羽 謙 様
山本 佳史 様
力田 忠義 様
石原 舜三 様
医療法人K&Clover
理事長
小林 健二 様
「冠寄附者」

株式会社Alumnote
代表取締役CEO
中沢 冬芽 様
医療法人社団長寿会
はたのリハビリ整形外科
理事長
畑野 栄治 様
西田 修実 様
木村 榮一 様
岩原 恭代 様
広島大学総合科学部
同窓会 様
中村 英雄 様
池永 孝 様
谷村 秀樹 様
安永 裕司 様
東儀 宣哲 様
茶山 一彰 様
真鍋 英喜 様
相原 玲二 様
宇佐 弘 様
利島 保 様
野上 智行 様
山本 陽介 様

医療法人翠清会
翠清会梶川病院
会長
梶川 博 様
理事長
若林 伸一 様
大池 久子 様
株式会社中国新聞社
代表取締役社長
岡谷 義則 様
栗栖 長典 様
中外テクノス
株式会社 様
中村角株式会社
代表取締役
中村 一朗 様
部谷 正人 様
宮谷 真人 様
吉田 総仁 様
渡邉 篤 様
荒本 徹哉 様
片木 晴彦 様
石原 隆雄 様
藤井 輝久 様
山田 道夫 様
相川 清文 様
平岡 恒雄 様
山田 宏 様
ＲＦ技研工業株式会社
代表取締役
玉村 俊雄 様
相田 美砂子 様
アカシア会
（広島大学附属
高校同窓会） 様

秋野 成人 様
井川 幹夫 様
石井 知行 様
石﨑 信三 様
医療法人あすか
理事長
高橋 勲 様
医療法人社団中川会
呉中通病院
副院長
中川 豪 様
医療法人清泉会
一ノ瀬病院 様
医療法人たかまさ会
理事長
山﨑 正志 様
医療法人ハートフル
理事長
天野 純子 様
内野 弘 様
江川 和禧 様
NGOひろしまアジアの
子どもの歯を守る会
会長
柄 俊彦 様
小田 弘明 様
梶山 泰正 様
片山 純一 様
株式会社桐原容器工業所
代表取締役
桐原 真一郎  様
株式会社
熊平製作所 様
株式会社中国放送
代表取締役社長
宮迫 良己 様

株式会社ユニサス
代表取締役会長
松村 公市 様
神谷 研二 様
河原 能久 様
北村 拓也 様
許 泰一 様
協同出版株式会社
代表取締役
小貫 輝雄 様
楠 雄治 様
小池 透 様
公益財団法人浦上奨学会
理事長
浦上 浩 様
髙祖 讓 様
佐藤 裕子 様
重山 俊彦 様
社会医療法人清風会
理事長
梶原 四郎 様
新谷 貫之 様
末廣 眞一 様
鈴木 孝尚 様
住田 忠幸 様
高田 隆 様
竹中 利彦 様
田妻 進 様
田中 知満 様
寺本 康俊 様
天道 俊孝 様
土肥 博雄 様
永井 敏隆 様
中島 淑乃 様
長谷川 泰二 様
平田 敏夫 様
広島アルミニウム
工業株式会社
代表取締役社長
田島 文治 様
広島県厚生農業
協同組合連合会
尾道総合病院 様
広島大学広楓会 様
福田 和恵 様
福田 幸雄 様
藤村 欣吾 様
復建調査設計
株式会社 様
堀 司郎 様
増井 孝子 様
松村 誠 様
道中 美敏 様
三村 邦雄 様
村上 恒二 様
望月 可奈子 様
八幡浜市役所 様
山根 恒弘 様
ヤマネホールディングス株式会社
代表取締役社長
山根 誠一郎 様
有限会社メゾン宇惠多
代表取締役
上田 邦惠 様
横崎 恭之 様 寄附に関してのお問い合わせ先 ： 広島大学　基金室 （TEL：082-424-6132／E-mail：soumu-koyu@office.hiroshima-u.ac.jp）

支援を受けた学生の声支援を受けた学生の声

2023年2月から2023年5月までにご寄附をいただいた方
● 100万円以上

ウェールズのカーディフ大学に約半年間留学させていただきました。

英語圏の国でしっかり英語を学びたいと考えており、またイギリス文化に興味があったため、イギリスへの留学を決めました。

英語のスピーキングに自信がなく、人見知りの傾向がある私にとって、英語でのコミュニケーション

は大変でしたが、さまざまなことへの挑戦を意識的に心掛けた結果、忘れられない思い出をたく

さん作ることができました。

私は留学することを長年の目標にしてきたため、夢が叶って非常にうれしく感じております

し、その後押しをしてもらえた私は本当に幸せ者です。

いつか私も未来の留学生の背中を押す存在になることで、お返ししていきたいと思います。

広島ガス株式会社 様
「名誉校友」

広島信用金庫
会長
武田 龍雄 様
理事長
川上 武 様
「名誉校友」

勝矢 博 様
「名誉校友」

医療法人社団
浜中皮ふ科クリニック
院長
浜中 和子 様
「名誉校友」

井川 幹夫 様
医療法人社団伯瑛会
のぞみ整形外科
理事長
金田 瑛司 様

江川 和禧 様
株式会社中国放送
代表取締役社長
宮迫 良己 様

株式会社
内藤建築事務所
代表取締役社長
川本 雄三 様
浜中 和子 様

佐々木 元 様
「名誉校友」

東野 明 様
丸正産業株式会社
代表取締役
高羽 謙 様
吉國 晋 様
広島市医師婦人会 様
広島大学
総合科学部同窓会 様
岩原 恭代 様
東儀 宣哲 様
国際ソロプチミスト
平和広島
会長
小泉 美惠子 様

株式会社
サンポール 様
医療法人社団聖敬会
田中医院
理事長
田中 孝 様
大嶋 美登利 様
小武家 恵治 様
難波 英子 様
真鍋 英喜 様
宮本 博子 様
株式会社
ニシキプリント 様
医療法人青葉会
しらたきクリニック 様

岡田 健治 様
佐々木 敦紀 様
皆本 仁美 様
山中 亮一 様
木津 靖章 様
山嵜 慶祐 様
渡辺 待男 様
石堂 裕二 様
伊藤 嘉彦 様
嶋田 浩美 様
下中 正司 様
中嶋 康一 様
穐丸 壽美 様
猪原 征義 様

医療法人社団
ａｓｕｉｒｏ会
理事長
池上 明雄 様
内野 吉久 様
大亀 実佳子 様
大木 洋 様
勝岡 義博 様
香月 洋子 様
菊間 秀樹 様
岸田 和巳 様
木下 康之 様
木村 俊一 様
木本 泉 様
清瀬 啓輔 様

小泉 美惠子 様
小村 幸友 様
澁谷 祥夫 様
島筒 郁子 様
清水 栄治 様
新山 兵衛 様
杉田 清治 様
仙波 克也 様
丹 悟 様
中村 米市 様
橋本 佳奈 様
長谷川 公一 様
肥後 盛洋 様
平野 千津子 様

弘中 丸十 様
三浦 省五 様
八木 資義 様
山口 慶剛 様
山田 幸正 様
山本 勝 様
大賀 裕見子 様
金本 満 様
神田 篤 様
栗栖 史匡 様
中畑 丈晴 様
濵﨑 克敏 様
三戸田 晃司 様
屋敷 太郎 様

山本 茂 様
目黒 賢一 様
有限会社みわ３７５
代表取締役社長
山中 祥生 様
周年記念
樽募金 様
阿武 知弘 様
小原 功士 様
塩本 文夫 様
釘本 美喜子 様
松田 和也 様
松田 泰夫 様

● 1000円以上100万円未満

支援を受けた
学生の紹介は
こちらからも

ご覧いただけます。

挑戦する気持ちを大切に

根岸 姫奈さん
総合科学部
国際共創学科 4 年

ご芳名は、公開についてご承諾いただいた方を掲載させていただいています。掲載している情報は、ご寄附当時のものです。「特別校友」の称号については、誌面の都合により割愛させていただきました。

（寄附開始年月／累計額）

2015年度から新たに、寄附をいただいた方のご芳名などを冠して、寄附者様のご厚意が見える形に
した「広島大学冠事業基金」を創設しました。寄附方法は、一口5万円の毎月の継続寄附で、当面は外
国人留学生への奨学金と日本人学生への海外留学資金に活用します。

冠事業基金
（2023年5月現在）

医療法人社団慈恵会
いまだ病院
院長
大杉 健 様
（2015.11～／455万円）

株式会社にしき堂
代表取締役社長
大谷 博国 様
（2016.4～／430万円）

弁護士
緒方 俊平 様
（2019.8～／230万円）

医療法人おち眼科医院
理事長
越智 温子 様
（2015.8～／930万円）

越智 光夫 様
「名誉校友」
（2016.2～／440万円）

医療法人KOC
金谷整形外科クリニック
理事長
金谷 篤 様
（2016.2～／440万円）

医療法人社団伯瑛会
のぞみ整形外科
理事長
金田 瑛司 様
（2021.3～／非公開）

医療法人K&Clover
理事長
小林 健二 様
（2020.5～／185万円）

坂下 勝 様
「名誉校友」
（2017.2～／330万円）

オタフクソース株式会社
取締役会長
佐々木 直義 様
「名誉校友」
（2016.1～／非公開）

医療法人エム・エム会
理事長
白川 泰山 様
（2016.8～／410万円）

株式会社紀陽
代表取締役社長
寒川 起佳 様
（2016.9～／非公開）

医療法人社団スマイル
博愛クリニック
理事長
髙杉 啓一郎 様
（2015.12～／非公開）

戸田工業株式会社　
取締役社長
寳來 茂 様
（2017.12～／670万円）

田中 純子 様
（2020.6～／180万円）

株式会社総合広告社
代表取締役副会長
坪井 高義 様
（2016.3～／430万円）

医療法人社団清流会
理事長
永井 賢一 様
（2016.1～／445万円）

医療法人S.R.C. 
中光整形外科
リハビリクリニック
院長
中光 清志 様
（2015.12～／445万円）

株式会社やまだ屋
代表取締役
中村 靖富満 様
（2017.1～／非公開）

猫本 宏司 様
（2021.8～／90万円）

医療法人社団楓会
林病院
理事長
林 淳二 様
（2016.3～／435万円）

医療法人昭和
原田整形外科病院
理事長
原田 昭 様
（2015.10～／455万円）

平尾 泰保 様
「名誉校友」
（2021.10～／200万円）

医療法人社団まりも会
ヒロシマ平松病院
理事長
平松 廣夫 様
「名誉校友」
（2016.1～／890万円）

株式会社
日本クライメイトシステムズ
代表取締役社長
松尾 則宏 様
（2019.6～／480万円）

医療法人社団マッキー
理事長
松木 啓 様
（2016.1～／440万円）

医療法人社団仁慈会
理事長
安田 克樹 様
「名誉校友」
（2015.12～／450万円）

医療法人明笑会
理事長
安本 正徳 様
（2016.2～／440万円）

株式会社バルコム
代表取締役
山坂 哲郎 様
「名誉校友」
（2015.12～／450万円）

広島大学歯学部
歯科補綴学
第一講座同門会
佐々木 元 様
岡田 信彦 様
山中 威典 様
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青春を過ごした思い出の場所や、当時の雰囲気を感じられる風景など、ご自宅に眠る広島大学
の写真を、エピソードと共にお送りください。読者の皆さんと一緒に昔を懐かしみましょう。
ご応募はP28のHU ism投稿フォームまで。

広島大学の昔の写真を募集します。

1952年から東千田キャンパスで行われていた「六月祭」。たくさんのテントが並

び、大勢の人々でにぎわっている様子がうかがえます。総合科学部のキャンパス移

転を機に、六月祭は1992年で幕を下ろしました。その後、東広島キャンパスで「七

夕まつり」（1996年～ゆかたまつりに改称）が開催されるように。学生と地域の

人々が一体となり、浴衣や甚平を着て模擬店やステージ企画を楽しみます。クライ

マックスで輝く打ち上げ花火が、夏の思い出の1ページになりますように。

ゆかたまつり

キャンパス
今 　 昔

20221992


